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欺
予

大

田

南

畝

書

簡

江
戸
文
芸
界
の
才
人
で
あ
り
、
当
代
き
っ
て
の
文
人
で
も
あ
っ
た
大
日
南
畝

の
書
簡
は
、
早
く
明
治
の

『
蜀
山
人
全
集
』
（新
百
家
説
林
）
第
二
巻
に
、
「
尺

贖
」
と
題
し
て
家
族
宛
の
も
の
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
初
期
の

『
日

本
芸
林
叢
書
』
第
五
巻
に
、
「
杏
柳
伝
語
」
と
し
て
竹
垣
柳
塘
宛
十
九
通
が
集
め

ら
れ
た
は
か
は
、
種
々
の
雑
誌
に
細
々
と
発
表
さ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
近
時
、
故
濱
田
義

一
郎
先
生
に
よ
っ
て
、
未
紹
介
書
簡
多
数
を
含
む
二
百

十
三
通
―
そ
れ
も

「
尺
贖
」
所
収
の
も
の
を
除
い
て
―
も
の
書
簡
が
集
成
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
六
、
七
、
十

一
、
十

三

号

（昭
和
四
十
九
、
五
十
、
五
十
四
、
五
十
六
年
の
各
三
月
）
の

「
蜀
山
人
大

田
南
畝
書
簡

（上

・
中

・
下

・
続
と

と
、
「
大
妻
国
文
」
第
十
五
号

（昭
和
五

十
九
年
二
月
）
の

「
江
戸
文
学
雑
記
帳
（
そ
の
三
】

中
に
収
め
ら
れ
た
同

（続

々
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
数
か
ら
い
っ
て
も
、
今
後
、
ま
と

ま
っ
て
未
発
表
書
簡
が
出
る
可
能
性
は
少
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
先

ご

ろ
、
粕
谷
宏
紀

・
田
中
善
信
両
氏
に
よ
っ
て
、
「
文
学
」
第
五
十
五
巻
七
号
（昭

和
六
十
二
年
七
月
）
誌
上
に
、
新
出
柳
塘
宛
書
簡
十

一
通

（
日
本
大
学
総
合
図

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

了

書
館
所
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
と
出
所
を
同
じ
く
す
る
書
簡
二

通
を
含
む
、
本
学
所
蔵
大
田
南
畝
未
発
表
書
簡
の
紹
介
で
あ
る
。

本
学
は

『
蜀
山
人
自
筆
文
書
』
な
る
巻
子
本

一
巻
を
所
蔵
す
る
。
こ
れ
は
、

南
畝
が
後
述
の
馬
蘭
亭
に
書
き
送
っ
た
紙
片
を
、
後
人
が

一
巻
に
貼
り
交
ぜ
た

も
の
で
、
こ
の
中
に
馬
蘭
亭
宛
南
畝
書
簡
が
七
通
含
ま
れ
て
い
る
。
１
か
ら
７

の
書
簡
が
そ
れ
で
あ
る
。
右
巻
子
本
は
紙
片
を
年
代
順
に
仕
立
て
て
は
お
ら

ず
、
こ
の
七
通
も
他
の
紙
片
と
と
も
に
、
順
不
同
に
貼
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

貼
り
交
ぜ
順
序
を
書
簡
番
号
で
い
え
ば
、
２
、
３
、
４
、
６
、
７
、
５
、
１
の

順
で
あ
る
。

馬
蘭
亭
は
、
天
明
六
年
の

『
吾
妻
曲
狂
歌
文
庫
』
に
そ
の
肖
像
が
み
え
て
い

る
狂
歌
師
、
山
道
高
彦
の
こ
と
で
、
通
称
山
口
彦
三
郎
、
小
石
川
牛
込
天
神
下

に
住
む
田
安
家
の
臣
で
あ
る
。
享
和
三
年
、
南
畝
五
十
五
歳
の
日
記

『
細
推
物

理
』
を
み
る
に
、
こ
の
年
、
南
畝
と
の
往
来
が
も
っ
と
も
頻
繁
な
の
は
、
こ
の

馬
蘭
亭
で
あ
る
。
文
化
十
三
年
九
月
十
三
日
に
没
し
た
。

馬
蘭
亭
宛
南
畝
書
簡
は
、現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

一
通
も
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
四
五

石

ノIl



し
た
が
っ
て
今
回
が
初
出
で
あ
る
。
南
畝
と
馬
蘭
亭
と
の
交
流
は
、
同
巻
子
本

所
収
の
、
書
簡
以
外
の
紙
片
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
、
「
文
学
」
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
出
所
を
同
じ
く
す
る
、
柳
塘
宛

二

通
が
８
と
９
の
書
簡
で
あ
る
。
竹
垣
柳
塘
は
通
称
庄
蔵
、
名
を
直
清
と
い
い
、

天
保
三
年
に
五
十
八
歳
で
没
し
た
。
南
畝
よ
り
二
十
六
歳
年
下
で
あ
る
。
前
述

『
細
推
物
理
』
に
顔
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
柳
塘
二
十
九
歳
の
享
和

〓
一年

に

は
、
す
で
に
南
畝
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
柳
塘
の
父
竹
垣
三
右
衛

門
直
温
は
、
常
陸
、
下
野
の
名
代
官
と
し
て
誉
高
く
、
文
化
十

一
年
に
七
十
七

歳
で
没
し
た
。
南
畝
は
柳
塘
に
依
頼
さ
れ
、
そ
の
碑
文
を
記
し
て
い
る

（『
七
々

集
』
所
収
）。

柳
塘
宛
の
未
発
表
書
簡
は
こ
の
二
通
で
あ
る
が
、
本
学
に
は
い
ま

一
通
、
雑

誌

「集
古
」
に
紹
介
ず
み
の
原
書
簡
が
あ
る
。
９
の
後
に

「
Ｔ
２‐
」
と
し
て
掲

出
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
濱
田
先
生
は
集
成
の
際
、
原
書
簡
の
所
在
が
不

明
の
た
め
に
、
「集
古
」
か
ら
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
た

（「
Ｔ
２‐
」
は
そ
の
集
成

「
中
」
で
の
記
号
番
号
）
の
で
あ
る
が
、
後
に
本
学
の
所
蔵
と
な
っ
て
照
合
し

て
み
る
と
、　
一
部
誤
読
が
あ
る
の
で
、
三
度
日
で
は
あ
る
が
掲
載
す
る
こ
と
に

し
た
。

本
稿
の
南
畝
書
簡
は
、
本
来
な
ら
ば
南
畝
研
究
の
泰
斗
で
あ
り
、
江
戸
っ
子

で
も
あ
っ
た
濱
田
先
生
が
紹
介
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
代
わ
っ
て

浅
学
の
尾
張
大
根
が
す
る
こ
と
に
な
り
、
才
人

。
文
人
で
あ
っ
た
南
畝
に
は
相

済
ま
ぬ
気
が
し
て
い
る
。

本
稿
を
な
す
に
当
っ
て
、　
一
々
明
示
は
し
な
か
っ
た
が
、
濱
田
先
生

「
江
戸

文
人
の
歳
月
」
翁
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
十
五
号
）
を
多
く
参
照
し

一
四
六

て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
書
簡
判
読
に
つ
い
て
は
、
田
中
善
信

氏
の
一
字

一
旬
に
わ
た
る
懇
切
な
る
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
御

礼
申
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昭
６３

・
１

・
２７
）

凡

例

一
、
Ｔ
２‐
を
除
い
て
、
各
書
簡
と
も
翻
刻
の
後
に
執
筆
年
次
を
中
心
に
し
た

解
説
を
記
し
、
そ
の
後
に
書
簡
本
文
の
注
記
を
付
し
た
。

一
、
翻
刻
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
平
仮
名

・
片
仮
名
は

原
文
通
り
と
し
た
。

一
、
難
読
箇
所
は
□
で
か
こ
み
、
誤
記
に
は

（
マ
マ
）
を
そ
の
右
側
に
付
し

た
。

一
、
濁
点

・
句
読
点
を
私
に
施
し
た
。

一
、
文
意
に
よ
っ
て
、　
一
部
本
文
と
異
な
る
行
替
え
を
行
っ
た
。

一
、
追
而
書
は
全
文
二
字
下
げ
に
し
た
。

一
、
原
書
簡
の
端
異
に
記
さ
れ
て
い
る
宛
名
と
差
出
人
名

（南
畝
）
に
つ
い

て
、
切
断
添
付
さ
れ
て
い
る
１

・
５

・
Ｔ
２‐
は
そ
の
各
添
付
位
置
に
、
切

断
さ
れ
て
い
な
い
８

・
９
は
各
冒
頭
に
、
そ
れ
ぞ
れ

〔　
〕
を
付
し
て
記

し
た
。

一
、
書
入
れ
は
そ
の
書
簡
末
尾
に
、
※
を
付
し
て
箇
条
書
に
し
た
。

一
、　
一
度
注
記
し
た
人
物

・
事
項
に
つ
い
て
は
、
再
出
以
降
＊
を
付
し
た
。

一
、
解
説
文
及
び
注
記
に
お
い
て
、
『南
畝
集
』
の
詩
は
、
す
べ
て

『
大

田

南
畝
全
集
』
の
通
し
番
号
を
漢
数
字
で
用
い
、
「
尺
贖
」
と
濱
田
先
生

の



集
成
は
、
「
尺
」
及
び

「
上
」
「中
」
「続
」
な
ど
と
略
記
し
、
た
と
え
ば

「
尺
贖
」
所
収
九
月
十
九
日
の
書
簡
は
、
「
尺
」
９
・
‐９
付
、
と
略
記
し

た
。

一
、
大
き
さ
は
タ
テ
×
ヨ
コ
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
示
し
、
１
・
５
・
Ｔ
２‐

は
切
断
添
付
部
分
を
含
ん
で
い
る
。

一
、
最
後
尾
に
写
真
を
ま
と
め
て
掲
載
し
た
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、　
一
部
順

序
が
入
れ
替
っ
て
い
る
。

１
　
文
化
元
年

一
月
ま
た
は
二
月

（
お
お
×
瞬
“
）

〔馬
蘭
亭
主
人
　
　
用
事
　
　
　
　
　
　
杏
園
〕

別
壮
よ
り
申
上
候
。
尤
甚
無
人
故
、
何
も
無
御
座
候
。
か

ら
酒
少
し
斗
有
之
候
。

今
日

ハ
悴
を
宿

へ
遣
し
、
私
、
早
朝
よ
り

一
人
参
り
居
候
。
も

し
御
ひ
ま

二
候

ハ
ヾ
、
雪
を
御
覧
な
が
ら
、
御
出
被
成
ま
じ
く

や
。
眺
望

ハ
至
而
よ
ろ
し
く
候
。
琴
成
位

ハ
、
閑

暇

二
候

ハ

ヾ
、
御
同

（
伴
河
被
成
候
。
当
時

（
絵
）
の
客

ハ
、

私

方

内

々

故
、
禁
じ
申
候
。
尤
昼
之
内
斗
居
り
申
候
。
早
々
以
上

こ
の
書
簡
は
、
鶯
谷
の
家
つ
ま
り
遷
喬
楼
に
て
、
そ
れ
も
入
居
前
に
記
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
『細
推
物
理
』
末
に
付
さ
れ
た
文
化
二
年
の
一
文

に
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

此
と
し

（享
和
三
年
）
の
し
は
す
甲
子
の
日
、
長
谷
部
氏
の
家
か
は
ん
と

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

約
せ
し
が
、
十
二
日
に
そ
の
約
定
り
て
、
そ
の
後

よ
り
豚
児

（枠
、
定

吉
）
を
し
て
守
ら
し
な
。
こ
と
し

（
こ
の
と
し
、
の
意
）
よ
り
春
に
い
た

る
ま
で
、
雪
あ
ま
た
た
び
ふ
り
て
、
ゆ
き
ゝ
の
み
ち
も
く
る
し
き
を
、
ま

だ
春
な
ら
ぬ
鶯
谷
に
ゆ
き
つ
も
ど
り
つ
、
別
荘
を
得
し
心
地
に
て
、
お
り

ノ
ヽ
ゆ
き
て
み
る
も
め
づ
ら
し
か
り
き
。
あ
く
る
と
し
の
二
月

十
七

日

に
、
家
の
う
ち
の
も
の
、
う
つ
り
す
み
し
よ
り
、
垣
ゆ
ひ
家
根
ふ
き
あ
ら

た
め
な
ど
し
て
、
い
と
か
し
が
ま
し
。

こ
の
一
文
に
よ
り
、
書
簡
中
の

「今
日
ハ
枠
を
宿
へ
遣
し
」
、
「雪
を
御
覧
な

が
ら
」
、
「別
荘
よ
り
申
上
候
」
、
「
尤
甚
無
人
故
」
と
い
っ
た
表
現
は
す
べ
て
説

明
で
き
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
の
書
簡
は
享
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
翌
文

化
元
年

（享
和
四
年
二
月
十

一
日
改
元
）
二
月
二
十
七
日
の
間
に
記
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に

「
眺
望

ハ
至
而
よ
ろ
し
く
候
」
と
い
う
表
現
が
、
二
四
二

〇
番
詩
に
み
え
る
、
春
そ
れ
も
入
居
前
に
、
新
居
西
隣
り
が
樅
の
大
木
二
本
を

伐
採
し
た
た
め
に
富
士
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
を
ふ
ま
え
て
い
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
右
期
間
は
さ
ら
に
限
定
さ
れ
て
、
南
畝
五
十

六
歳

の

文
化
元
年

一
月
か
二
月
い
ず
れ
か
で
あ
る

（「御
ひ
ま
二
候

ハ
ヾ
」
「閑
暇

二
候

ハ
ヾ
」
な
ど
と
も
あ
る
か
ら
、
や
は
り
年
末
年
始
の
こ
ろ
な
ど
で
は
あ

る
ま

い
）。
遷
喬
楼
の
場
所
は
、
鶯
谷
で
も
現
在
の
谷
中
の
鶯
谷
で
は
な
く
、
小
石
川

金
杉
水
道
町
の
慧
日
山
金
剛
寺
の
東
隣
り

（
二
四
二
五
番
詩
）
で
、
土
地
は
寺

の
所
有

（二
四
四
九
番
詩
）
で
あ
っ
た
。
『
巴
人
集
』
享
和
四
年
の
項
に
よ
れ

ば
、
牛
込
仲
御
徒
町
木
戸
ギ
ワ
菅
沼
又
太
夫
隣
の
旧
宅
を
売
っ
て
購
入
し
た
も

の
で
あ
り
、
残
金
は
年
賦
だ
っ
た
ら
し
く
、
弟
島
崎
金
次
郎
の
尽
力
で
蔵
宿
か

ら
借
り
、
こ
の
年
十

一
月
二
十
三
日
に
払
い
終
え
た

翁
尺
」
１２

・
２８
付
）。

（
１
）
　

『細
推
物
理
』
に
し
ば
し
ば
そ
の
名
が
み
え
、
南
畝
及
び
馬
蘭
亭
と

一
四
七



懇
意
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
伝
未
詳
。
三
村
竹
清
氏
は
其
筈
琴
成

と
い
う

（『
日
本
芸
林
叢
書
』
所
収

『細
推
物
理
』
頭
注
）。

（２
）
　

「
鶯
谷
十
詠
」
と
題
す
る
二
四
四
九
番
詩
の
中
で
、
自
分
は
御
徒
か

ら
支
配
勘
定
に
昇
っ
た
が
、
未
だ
に
土
地
を
賜
ら
な
い
ま
ま
に
八
年
御

徒
町
に
住
み
、
文
化
元
年
春
に
新
居
を
得
た
、
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た

同
じ
詩
に
、
土
地
を
賜
っ
て
か
ら
家
を
建
て
る
か
、
幕
臣
の
土
地
を
借

り
れ
ば
よ
い
の
に
、
寺
の
土
地
で
は
他
日
賜
地
取
替
え
も
で
き
な
い
、

と
い
う
他
人
の
嘲
り
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
。
侍
客
が
来
る
と
、
と
か
く

腹
を
探
ら
れ
た
り
噂
を
立
て
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
嫌
っ
て
禁
じ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

２
　
文
化
元
年
九
月
十

一
日

（
お
ヽ
×
ヽ
あ
ｏ
Ｓ
ｂ
×
Ｓ
■
）

馬
蘭
亭
主
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杏
花
園

幸
便
を
も
て
申
上
候
。
秋
冷
念
御
万
福
と
奉
恐
喜
候
。
八
月
望

日
、
浪
花
着
。
旧
友
は
せ
集
嘘
候
上
、
公
私
と
も
所
用
し
げ
く
、

三
日
の
間
夢
中

二
て
過
、
十
八
日
出
立
、
十

一
日
室
津
乗
船
、

風
順
よ
ろ
し
く
、
海
上
無
難
、
小
倉
着
仕
候
。
旅
泊
月
見
申
度

存
候
処
、
十
日
過

二
成
、
雨
等

二
て
、
有
明
月
も
見
不
申
、
遺

憾
奉
存
候
。
後
便
十
九
日
題
ま
ち
入
候
。
十
九
日
朝

ハ
須
磨
の

浦

二
て
、
残
月
を
見
な
が
ら
、
須
磨
寺

一
覧
い
た
し
候
キ
。

は
ひ
わ
た
る
す
ま
と
明
石
の
中
空
に
し
ば
し
や
す
ら

へ
有

明
の
月

一
四
八

と
申
す
て
候
。
此
月
ば
か
リ

ハ
千
金
と
、
生
涯
之

大

慶

御

ざ

秘〕剛々石帥』俸詢一枢に開い躊銀二思い珊艤』′ヽ（候ず「和

細
御
聞
可
被
成
候
。
室
津
発
後
、
加
室
と
い
ふ
所

二
て
、
雨

ニ

ふ
り
こ
め
ら
れ
、　
一
日
滞
留
中
、
し
や
れ
本
落
丁
二

ぼ
」
め
り

や
す

一
曲
、
御
慰

二
入
御
覧
候
。
乗
船
中

ハ
船
を
あ
が
る
事
禁

故
、
退
屈
い
た
し
候
。

一
、
島
一ぼ
ぎ
ヽ
何
分
御
頼
申
上
候
。
浪
花

二
餞
）、
旧
友

二
話
し

候

へ
ば
、
皆
々
嘆
息
い
た
し
候
。
加
島
屋
魯
隠
発
句
、

瓜
の
期
を
西
瓜
の
た
ね
に
ち
ぎ
り
か
な

是

ハ
面
白
く
伝
誦
い
た
し
候
。
左
伝
之
瓜
期

二
よ
く
取
合
候
。

一
、
瀬
川
路
考
、
相
生
獅
子
名
残
英
と
申
候
名
題

二
て
、
石
橋

大
あ
た
リ
ニ
候
。
私
此
度
之
行

面
曰
賀
し
て
、
内
々
菓
子
な
ど

贈
り
、
右
之
祝
詞
申
く
れ
候
様
、
ひ
た
す
ら
頼
候

二
付
、
内
々

申
遣
候
。
御
他
見

ハ
知
己
斗
。

牡
丹

ハ
花
の
贔
員
な
る
も
の
な
り

菊

ハ
花
の
秀
逸
な
る
も
の
な
り

深
見
草
さ
か
り
と
き
く
の
英

ハ
春
と
秋
と
の
相
生
の
獅
子

俊
満
も
四
日
市
よ
り
参
り
居
候
間
、
牡
丹
と
菊
を
画
が
ゝ
せ
遣

候
。
俊
満

ハ
金
毘
羅
参
詣
、
押
付
帰
り
可
申
候
。
是
も
浪
花

へ

ひ
ろ
め
遣
し
申
候
。

加
室
泊
中
の
む
だ
書



御
た
い
く
つ

い
つ
ま
で
草
の
い
つ
ま
で
も
、
な
ミ
間
に
ま
ぎ
れ
物
思
ふ
、
た

と
ひ
ふ
ら
れ
て
雨
ふ
る
と
て
も
、
風
と
天
気
の
は
れ
を
ま
つ
、

あ

ゝ
な
ん
と
し
や
う
、
た
が
ひ
の
も
や
ひ
う
ち
と
け
て
、
浦
ベ

ハ
と
か
ぬ
御
乗
船
、
茶

ハ
さ
り
な
が
ら
、
か

ハ
る
色
な
き
樽
の

底
、
や
が
て
の
も
ぞ

へ
か

へ
ろ
ぞ

へ

お
し
き
筆
と
め
候
　
か
し
き船
中
か
し
き

一
人
有
之
候
。

結
句
千
金
々
々
。

然
所
、
八
月
十
七
日
、
十
八
日
、
十
九
日
大
諷

雨
、

十

日
大

風
、
沖
之
船
上
を
下

へ
と
成
　
　
　
　
　
（９

候

二
付
、
奉
行
殿
も
室
積
上
陸
、

私
も
上
り
、
た
す
か
り
申
候
。
か
は
る

二
追
而
御

聞

可

被

成

候
。
以
上

※
九
月
十

一
日
長
崎
よ
り
。

※
九
月

一
日
乗
船
、
三
日
小
倉
上
陸
、
十
日
長
崎
着
仕
侯
。

猶
方
便
申
上
候
。

こ
の
書
簡
は
、
長
崎
奉
行
所
赴
任

（滞
在

一
年

一
箇
月
）
の
往
路

の
模
様

を
、
長
崎
に
着
い
た
翌
日
に
記
し
た
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
文
化
九
年
の
書
簡

で
あ
る
。
１
の
解
説
で
も
一
部
引
用
し
た

『細
推
物
理
』
末
文
に
よ
る
と
、
文

化
九
年
六
月
十
八
日
に
赴
任
の
命
が
下
り
、
七
月
二
十
五
日
江
戸
出
立
、
東
海

道
、
京
、
大
坂
を
経
て
室
津
か
ら
船
に
乗
り
、
九
月
十
日
に
長
崎
に
到
着

（宿

舎
は
岩
原
官
舎
）
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
長
崎
か
ら
江
戸
へ
の
第

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

一
信
は
、
「
尺
」
９

・
‐９
付
の
島
崎
金
次
郎
宛
で
あ
っ
た
が
、
本
書
簡
は
そ
れ

よ
り
八
日
早
く
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
長
崎
か
ら
の
全
書
簡
中
で
も
最
も

早
い
。
文
面
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
簡
執
筆
時
、
南
畝
は
病
床

に
あ
つ
た
。
発
病
は
八
月
二
十
九
日
の
室
積
の
地
で
、
大
坂
か
ら
小
倉
ま
で
の

日
記

『革
令
紀
行
』
同
日
条
に
、
「今
夕
あ
ま
の
や
ど
り
に
浴
せ
し
よ
り
、
風

の
心
地
に
て
熱
つ
よ
く
、
物
を
も
め
さ
ず
」
と
あ
り
、
結
局
十
月
十
八
日
に
な

っ
て
漸
く
平
癒
し
て
出
勤
し
た
こ
と
、
二
五
六
九
番
詩
に
み
え
て
い
る
。
詳
し

く
は
本
稿
書
簡
４
の
（
１
）参
照
。

（
１
）

大
坂
で
の
宿
は
道
修
町
三
丁
目
の
町
会
所

（『革
令
紀

行
し
。
こ
の

宿
舎
に
つ
い
て
は
、
多
治
比
郁
夫
氏
の

「
蜀
山
人
の

一
資
料
」
翁
大
阪

府
立
図
書
館
紀
要
」
第
五
号
）
及
び

「道
修
町
三
丁
目
の
宿
舎
」
合
大

田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
月
報
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
　
南
畝
は
こ
れ
よ
り
以
前
、
大
坂
銅
座
詰
と
し
て
、
享
和
九
年
二
月
十

一
日
か
ら
翌
年
の
二
月
二
十

一
日
ま
で
大
坂
に
駐
在
、
知
友
も
で
き
て

い
た
。
今
回
は
三
泊
四
日
の
滞
留
で
あ
る
が
、
到
着
し
た
十
五
夜
は
馬

田
青
洋
と
観
月
、
詩
を
作
り

（
二
四
九
九
番
詩
）、
ま
た
十
六
日
夜
、

十
七
夜
も
観
月
の
宴
を
催
し
、
十
七
夜
は
馬
日
の
他
に
佐
伯
重
甫
も
参

加
し
た

（
二
五
三
二
番
詩
）。
馬
日
は
号
し
て
青
洋

（天
洋
と
も
）
、
名

を
昌
調
、
字
を
国
端
、
別
に
光
昇

（光
升
と
も
）
の
称
が
あ
り
、
銅
座

時
代
の
南
畝
の
宿
舎
南
本
町
五
丁
目
の
近
隣
に
住
む
医
者
。
佐
伯
は
名

を
重
甫
、
蕪
坊
と
号
し
て
狂
歌
を
好
ん
だ
婦
人
医
で
あ
り
、
別
に
青
々

園
、
茶
日
山
人
と
も
称
し
、
天
王
寺
村

一
心
寺
前
に
住
す
。
や
は
り
銅

座
時
代
に
知
り
合
っ
た
上
田
秋
成
も
ま
た
、
南
畝
を
訪
ね
た

一
人
で
、

秋
成
は
そ
の
旅
宿
の
様
を
、
「
旅
館
は
幕
を
は
ら
せ
、
台
ち
や
う

ち

ん

一
四
九



二
基
、
お
め
み
へ
以
上
の
格
と
ぞ
」
と
記
し

（『
胆
大
小
心
録
し
、
『
文

反
古
』
に
は
、
こ
の
時
の
南
畝
を
送
る
詠
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
簡
後
文
に
み
え
る
魯
隠
も
大
坂
旧
友
の

一
人
。
な
お

こ
の
四
人

は
、
翌
文
化
二
年
に
、
南
畝
が
江
戸
へ
帰
る
際
に
も
上
方
で
会

っ
て
い

る
。
（赴
任
帰
路
の
紀
行
文

『小
春
日
記
』
十

一
月
二
日
、
五
日
条
）。

（
３
）

狂
歌
師
、
蘭
奢
亭
薫

（香
保
留
と
も
）。
別
号
奇
南
楼
、
飯
田
町

の

煙
草
屋
三
河
屋
弥
平
次
。
こ
の
時
南
畝
よ
り
二
十
下
の
三
十
六
歳
で
、

江
戸
か
ら
長
崎
ま
で
同
道
し
た
。

（
４
）

実
際
に
は
、
こ
の
年
の
九
月
二
十
二
日
に
長
崎
を
離

れ
、
帰
国

し

た
。
旅
中
身
辺
の
世
話
を
受
け
た
南
畝
は
、
「
尺
」
９

・
２０
付
に
次

の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（九
月
）
廿
二
日
飯
田
町
三
河
や
弥
平
次
か
は
る
急
に
帰
府
に
付

（中
略
）
此
度
か
は
る
不
思
議
の
因
縁
に
て
、
長
之
道
中
船
中
旅

宿
中
長
崎
迄
、
毎
晩
ノ
ヽ
背
中
を
も
み
、
足
の
う
ら
迄

も

み
申

候
。
如
此
や
さ
し
き
も
の
古
今
無
之
候
。
此
度
か
は
る
に
別
れ
候

は
、
手
足
を
取
ら
れ
候
よ
り
も
か
な
し
く
、
富
土
野
す
そ
野
よ
り

鬼
王
団
三
郎
を
返
し
候
も
、
此
様
な
事
か
と
存
候
。
扱
々
深
切
重

宝
は
難
尽
筆
紙
候
。

（
５
）

島
田
順
蔵
の
娘
お
香
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
島
田
順
蔵
に
は
娘
が
二
人

あ
り
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
濱
田
先
生
が

「
江
戸
文
学
雑
記
帳
」

の
そ
の
二
、
そ
の
三

（「
大
妻
国
文
」
第
十
三
、
十
五
号
）
で
ふ
れ

て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
妹
美
瑛
子
は
南
畝
の
詩
文
、
和

文

の
問

人

で
、
享
和
九
年
七
月

一
日
に
二
十
二
歳
の
若
さ
で
没
し
、
翌
々
年
南
畝

は
、
玉
泉
寺
に
そ
の
碑
を
建
て
て
い
る
。
姉
お
香
は
三
味
線

が
う
ま

一
五
〇

く
、
享
和
三
年
に
は
、
馬
蘭
亭
ら
と
共
に
頻
繁

に
同
席

合
細
推
物

理
し
、
の
ち
南
畝
の
身
辺
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（本
稿
書
簡

３
の
（
６
）参
照
）。
島
田
お
香
の
こ
と
は
本
稿
書
簡

３
～
７

に
も
み
え

て
お
り
、
和
歌
や
狂
歌
を
詠
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
本
書

簡

に
、
続
い
て

「
皆
々
嘆
息
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
お
香
、
何
か
気
の
毒

な
境
遇
に
で
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
６
）
　
『
小
春
紀
行
』
十

一
月
二
日
条
に
、
「
山
形
魯
隠
」
と
あ
る
以
外
は
伝

未
詳
。
銅
座
詰
時
代
に
お
け
る
魯
隠
と
の
交
流
は
、
二
〇
五
七
番
詩
や

二

一
一
四
番
詩

（題
の
み
）
に
み
え
て
い
る
。

（
７
）
　

三
世
瀬
川
菊
之
丞
。
通
称
仙
女
路
考
。
享
和
二
年
九
月
、
江
戸
市
村

座

『信
田
妻
名
残
狐
別
』
で
、
金
昆
羅
参
詣
の
名
残
り
に
葛
葉
を
演
じ

て
上
坂
、
文
面
に
み
え
る

『
相
生
獅
子
名
残
英
』
の
あ
と
、
九
月
九
日

か
ら
大
坂
中
村
の
し
ほ
座
の
蔵
屋
道
満
の
芝
居
で
狐
を
演
じ
、
江
戸
に

下
っ
た

（『
歌
舞
伎
年
表
し
。

（
８
）
　
窪
俊
満
。
通
称
易
兵
衛

（安
兵
衛
と
も
）
、
別
号
を
尚
左
堂
と
い
い
、

浮
世
絵
を
北
尾
重
政
に
学
ん
で
よ
く
し
た
。
ま
た
狂
名
を

一
節
千
杖
と

い
い
、
伯
楽
側
の
判
者
で
あ
っ
た
。
『
狂
歌
館
』
に
よ
る
と
、
小
伝

馬

町
二
丁
目
河
岸
に
住
す
。
南
畝
よ
り
八
歳
下
で
、
こ
の
年
四
十
八
歳
。

従
来
、
俊
満
は
薫
と
と
も
に
江
戸
か
ら
同
道
し
て
、
八
月
二
十

一
日
に

室
津
に
て
、
金
毘
羅
参
詣
の
た
め

一
行
と
別
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し

本
稿
書
簡
４
の
（
８
）
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
桑
名
に
は
南
畝
よ
り
四
、
五

日
早
く
着
い
て
お
り
、
本
書
簡
か
ら
は
、
四
日
市
大
坂
間
も
別
行
動
で

あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
南
畝
は
こ
の
年
長
崎
で
、
「
尚
左

堂

二

覧
浦
図
」
と
題
す
る
詩

（
二
五
六
七
番
）
を
詠
ん
で
い
る
か
ら
、
別
行



動
中
に
、
俊
満
は
二
見
浦
へ
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（９
）
　
長
崎
奉
行
肥
田
豊
後
守
頼
常
。
非
番
の
一
年
を
過
し
て
、
再
び
長
崎

へ
赴
く
の
で
あ
る
。
た
だ
し
南
畝
と
は
別
船
。

３
　
文
化
元
年
九
月
小
尽

（
二
十
九
日
）
Ｃ
Ｐ
い
×
８
６
）

尚
々
、
御
家
内
様

へ
よ
ろ
し
く
奉
頼
候
。
毎
々
遠
方
日
月

斗
か
ハ
リ
不
申
候
。
以
上

八
月
十

一
日
出
之
御
状
、
九
月
廿
七
日
二
相
達
、
拝
見
仕
候
。

冷
気
相
増
候
。
八
月
八
日
比
よ
り
別
而
御
不
快
強
御
ざ
候
由
、

喉
々
御
難
義
奉
存
候
。
乍
去
、
此
節

ハ
御
全
快
と
奉
察
候
。
御

持
病
之
事
、
随
分
御
保
護
可
被
成
候
。　
一
向

（
存
´
申
、
其
後
之

書
状
に
も
不
申
上
候
キ
。
夫
故
、
八
月
十
九
日
会
も
御
出
席
無

之
、
御
令
子
様
御
名
代
、
諸
子
来
会
之
夷
曲
拝
見
い
た
し
候
。

此
節

ハ
御
全
快
、
例
之
御
検
見
時
分
と
奉
察
候
。
当
九
月
十
九

日
、
赤
城
祭
な
ど
い
か
ゞ
。

一
、
八
月
十
五
日
浪
花
着
、
明
月
晴
申
候
。
十
六
夜
、
十
七
夜

晴
申
候
。
廿

一
日
室
津
乗
船
、
九
月
三
日
上
陸
、
九
州
路
、
漸

九
月
十
日
長
崎
着
。
扱
々
長
旅

二
御
ざ
候
。
出
立
之
事
、
夢
の

や
う

二
て
、
忘
れ
申
候
。
室
積

二
て
、
四
十
年
来
之
大
風
雨
、

十
七
日
、
十
八
日
、
十
九
日
、
廿
日
、
漸
小
舟

二
て
上
陸
、
命

を
ひ
ろ
ひ
申
候
。
委
細
、
か
は
る
二
御
聞
可
被
成
候
。
日
比
船

遊
山
之
む
く
ひ
二
て
、
か
ら
き
め
に
逢
申
候
。
沖

二
て
ハ
、
よ

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

ほ
ど
怪
我
も
有
之
、
奉
行
船
も
八
十
貫
目
の
碇
八
つ
、
椰
子
の

縄
締
之二
杯
用

二
て
、
下
ゲ
侯

へ
ど
も
、
き
ヽ
不
申
侯
よ
し
、
後

ニ

承
り
、
肝
を
冷
し
申
候
。
九
州
の
松
の
木
、
尽
く
根

よ
り

ぬ

け
、
家
も
潰
れ
申
候
。

一
、
・．（飩
七
給
金
、
留
守
宅

へ
被
遣
侯
由
、
何
か
と
御
苦
労
千
万

洟

了

輌

辮

牌

輔

藉

一
、
島
田
事
、
何
と
御
世
話
、
難
有
奉
存
候
。
先
々
穏
成
様
子

二
て
、
和
寄
な
ど
此
間
会
も
出
来
、
面
白
奉
存
候
。
此
地
、
異

船
入
津

一
件

二
て
大
取
込
、
成
瀬
公
も
同
役
も
引
止
ら
（鳩
、
い

ま
だ
交
代
済
不
申
候
。
夫

二
不
時

二
御
用
状
出
候
、
便

嵩

高

を
お
そ
れ
、
細
書
上
申
候
。
猶
、
跡
よ
り
上
可
中
候
。
早
々
己

上
　
九
月
小
尽

馬
蘭
亭
主
人
　
　
　
　
　
　
　
　
杏
花
園
書

猶
々
、
毎
々
御
世
話
な
が
ら
、
お
香

へ
一
封
奉
頼
上
候
。

以
上

※
日
々
、
め
づ
ら
し
き
唐
本
な
ど
見
申
候
。
唐
人
共

二
机
い

日
本
南
畝
先
生
不
二
山
詩
な
ど
、扇
面

二
認
メ
く
れ
申
候
。

※
は
ぃ
が
三
（
ら
炒
躊
郎
ゆ
胡 二
糠
だ
と
の
間
答
面
白
御
ざ
候
。
唐

人
大
□
軍

二
て
候
。
程
赤
城
な
ど
文
盲
故
、
私
文
章
下
書

を
書
や
り
候
而
、
書
せ
申
候
。
夫
も
句
を
き
ら
ぬ
と
、
よ

一
五
一



ミ
候
事
出
来
不
申
候
。
大
笑
ノ
ヽ
。

こ
れ
も
長
崎
か
ら
の
書
簡
で
、
九
月
小
尽

（
二
十
九
日
）
と
い
え
ば
、
文
化

一ル
年
と
二
年
と
も
に
長
崎
滞
在
中
で
あ
る
が
、
文
面
か
ら
し
て
文
化
元
年
の
も

の
で
あ
る
。
本
稿
書
簡
２
の
内
容
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
長
崎
に
到
着
し

て
十
九
日
目
の
書
簡
だ
け
に
、
江
戸
表
の
様
子
や
長
崎
で
の
こ
と
に
も
ふ
れ
て

い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
時
も
ま
だ
病
床
に
あ
っ
た
。

（
１
）

南
畝
宅
で
毎
月
十
九
日
に
開
か
れ
て
い
る
書
会

合
細

推
物

理
』

等
）。
寛
政
五
年

（南
畝
四
十
五
歳
）
六
月
十
九
日
に
、
三
十
歳
く

ら

い
で
没
し
た
妾
お
賤

（も
と
吉
原
松
葉
屋
の
新
造
三
保
崎
）
の
供
養
の

た
め
、
忌
日
に
来
会
者
に
書
を
贈
り
、
狂
歌
な
ど
を
詠
ん
だ
催
し
で
あ

り
、
六
月
の
祥
月
命
日
の
時
は
浄
栄
寺
で
行
わ
れ
る

（濱
田
先
生

『
大

田
南
畝
し
。

（
２
）
　

三
村
竹
清
氏
は
、
狂
名
を
琴
風
亭
松
蔭
と
さ
れ
る

（『
日
本
芸
林
叢

書
』
所
収

『細
推
物
理
』
頭
注
）。

（
３
）

牛
込
の
鎮
守
で
あ
る
赤
城
明
神
社
の
祭
礼
で
、
毎
年
九
月
十
九
日
に

行
わ
れ
た

（『江
戸
名
所
図
会
し
。

（
４
）
　
送
別
の
宴
が
日
本
橋
浮
世
小
路
の
料
亭
百
川
で
開
か
れ

（二
四
七
五

番
詩
）
、
出
発
当
日
は
、
「
七
月
十
五
日
将
辞
家
即
事
」
と
題

す

る
詩

（
二
四
七
六
番
）
を
詠
ん
で
い
る
。
な
お
餞
別
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で

は
な
い
が
、
も
ら
っ
て
有
難
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
「
尺
」
９

・
２０

付
に
、
「旅
中
第

一
の
重
宝
定
丸
小
鍋
、
道
中
重
宝
本
町
幸
作
呉
候

尻

輪
に
御
座
候
。
是
に
て
三
百
里
余
の
駕
籠
の
中
、
尻
痛

ま
ず
、

さ
て

ノ
ヽ
重
宝
な
る
も
の
有
之
も
の
に
て
感
心
致
侯
」
と
あ
る
。
定
丸
は
姉

一
五
二

の
息
子
、
吉
見
儀
助
こ
と
狂
歌
師
の
紀
定
丸
。

（
５
）
　

斧
七
の

「
斧
」
の
字
、
判
読
で
き
な
い
の
で

（写
真
参
照
）
、
「
尺
」

９

・
２０
付
と

「
尺
」

９

・
２９
付
に
み
え
る
、

同

一
人
物
と
お
ぼ
し
き

「
斧
七
」
の
字
を
流
用
し
た
。

（
６
）
　
本
稿
書
簡
２
の

（
５
）
で
ふ
れ
た
島
田
お
香
の
こ
と
で
は
な
い
か
。

濱
田
先
生
は
、
文
化
五
年
冬
の
三
二
二
四
番
詩
に

「
笙
豊
夜
帰
寒
月
底

小
妻
温
酒
勘
調
羹
」

と
あ
る
こ
と
や
、
同
年
十
二
月
の
玉
川
巡
視
出

発
の
こ
ろ
、
「
玉
川
に
ゆ
か
ん
と
せ
し
頃
、
す
み
け
る
人
に
よ
み
て

つ

か
は
じ
け
る
」
の
詞
書
で

「
さ
ら
ノ
ヽ
に
む
か
し
の
人
は
さ
し
置
て
ま

づ
手
づ
く
り
の
い
も
ぞ
恋
し
き
」
∩
玉
川
余
波
し

と
詠
ん
で
い
る

こ

と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
、
南
畝
に
は
身
辺
の
世
話
を
す
る
女
性
が
い
て
、

そ
れ
を
お
香
と
さ
れ
る

（「江
戸
文
学
雑
記
帳
」
そ

の
一
一、
『
大

田
南

畝
し
。
「
か
く
し
妻
」
が
お
香
だ
と
す
れ
ば
、
享
和
三
年
の
親
し
さ

の

結
果
、
文
化
元
年
七
月
の
江
戸
出
立
ま
で
の
間
に
、
こ
う
い
う
関
係
に

な
っ
た
も
の
と
お
ぼ
し
く
、
数
年
間
こ
の
状
態
が
続
い
た

こ
と

に
な

る
。
も
っ
と
も
、
親
交
あ
る
馬
蘭
亭
へ
の
書
簡
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
馬

蘭
亭
も
熟
知
の
お
香
に
熱
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
、
か
く
戯
れ
て
記
し

た
ま
で
か
も
し
れ
な
い
。

（
７
）
　

ロ
シ
ア
皇
帝
特
使
レ
ザ
ノ
フ
率
い
る
軍
艦
が
、
南
畝
到
着
四
日
前
の

九
月
六
日
に
や
っ
て
き
て
い
た
。
主
た
る
目
的
は
通
商
で
あ
っ
た
が
、

幕
府
は
そ
れ
を
拒
否
し
、
ロ
シ
ア
船
は
翌
年
三
月
十
九
日

に
出
港

し

た
。

（
８
）
　
現
在
赴
任
中
の
長
崎
奉
行
成
瀬
因
幡
守
正
定
と
村
田
某
が
、
今
回
下

向
し
た
い
ま

一
人
の
奉
行
肥
田
豊
後
守
及
び
南
畝
と
交
代
し
て
、
非
番



ま
た
は
任
期
終
了
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
結
局
、
翌
年
の
ロ
シ
ア
船

一
件
落
着
後
、
因
州
公
は
三
月
二
十
七
日
に
、
村
田
も
そ
の
こ
ろ
長
崎

を
離
れ
た

（「
尺
」
３

・
尽
日
付
）。

（
９
）

本
稿
書
簡
２
の

（
５
）
及
び
本
書
簡

（
６
）
で
ふ
れ
た
島
田
お
香
。

（
１０
）
　
南
畝
作
不
二
山
詩
を
揮
皇
し
た
唐
人
と
は
、
江
戸
で
も
能
書
家
と
し

て
知
ら
れ
る
程
赤
城
（本
書
簡
書
入
れ
で
は
文
盲
と
侮
っ
て
い
る
）
。南

畝
は
、
小
川
文
庵
宛

「
上
」
９

・
２７
付

（濱
田
先
生
記
号
番
号
Ａ
９
）

で
こ
の
一
件
を
依
頼
し
、
「
上
」
１０

・
１
付

（濱
田
先
生
記
号
番

号

Ａ

ｌＯ
）
で
文
庵
に
そ
の
礼
を
記
し
て
い
る
。
二
五
三

一
番
詩
等

に
よ
れ

ば
、
文
庵
は
旅
中
よ
り
の
南
畝
の
病
状
を
診
た
医
師
。
文
庵
に
つ
い
て

は
、
次
項

（
ｎ
）
及
び
本
稿
書
簡
４
の

（
１
）
参
照
。

（
Ｈ
）

『
金
曽
木
』
に
、
只
長
崎
赴
任
時
）
唐
医
胡
兆
新
長
崎
に
め
さ
れ

て

来
し
か
ば
、
江
戸
よ
り
官
医
小
川
文
庵
、
吉
田
長
達
、
千
賀

道
栄

な

ど
、
胡
兆
新
に
逢
ひ
て
医
業
の
事
を
と
ふ
べ
き
む
ね
を
う
け
給
は
り
て

同
行
」
と
あ
る
三
人
。
三
人
の
長
崎
滞
在
は
、
千
賀
が
十
二
月
十
日
ま

で
、
小
川
と
吉
田
が
同
月
二
十
六
日
ま
で
で
あ

っ
た

（「
尺
」
１２

・
２６

付
）
。

（
‐２
）

唐
人
の
名
医
で
、
能
書
家
で
も
あ
っ
た
。
病
臥
の
折
、
診
察
を
受
け

る
よ
う
す
す
め
ら
れ
た
が
、
「婦
人
は
格
別
、
官
吏
之
身
と
し
て
異
国
之

薬
可
服
事
に
は
有
之
ま
じ
く
、
相
断
申
候
」
∩
尺
」
Ｈ
・
１７
付
）
と
堅

い
一
方
で
、
息
子
定
吉
に
対
し
て
は
、
孫
の
お
豊
出
産
後
乳
の
出
な
い

お
冬
に
つ
い
て
、
沢
文
庵
を
通
じ
て
）
此
度
参
り
居
候
唐
医
胡
兆
新
え

相
談
い
た
さ
せ
候
処
、
別
紙
之
通
薬
方
書
付
く
れ
申
候
。
め
づ
ら
し
き

も
の
故
、
胡
兆
新
直
筆
之
ま
ゝ
進
上
い
た
し
候
間
、
御
蔵
し
置
可
被
成

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

候
」
∩
尺
」
１０
・
１６
付
）
と
記
し
て
い
る
。
南
畝
と
は
種
々
交
渉
が
あ

っ
た
末
、
文
化
二
年
春
帰
国
し
た

（「尺
」
２
・
‐５
付
）。

文
化
元
年
十
二
月
六
日

（障
６
×
部
ヽ
）

霜
月
五
日
之
御
状
、
同
十
九
日
来
、
拝
見
仕
候
。
先
以
、
甚
寒

御
座
候

へ
ど
も
、
弥
御
凌
被
成
、
御
快
復
恭
喜
之
至
奉
存
候
。

私
義
、
健

二
罷
在
候
間
、
御
案
じ
被
下
ま
じ
く
候
。
香
保
留
も

帰
郷
之
由
、
是

二
近
状
御
聞
可
被
下
候
。
九
州
路

寒

熱

之

節

ハ
、
香
ほ
る
深
切

二
世
話
い
た
し
く
れ
申
候
。
家
内

へ
無
益

ニ

案
じ
さ
せ
候
事
と
存
候
而
、
秘
し
置
候
処
、
い
づ
方
よ
り
か
も

（
１
）

れ
候
間
、　
却
而
案
じ
可
申
、　
此
問
委
細
申
遣
候
。　
九
月
よ
り

十
月
中
旬
迄
、
劇
確
翻
在
候
。
乍
去
、
気
分

ハ
平
気

二
て
御
ざ

候
キ
。
御
医
者
従
行
故
、
日
々
見
舞
、
附
子
、
人
参
入
之
薬
、

無
拠
百
余
服
も
た
べ
申
候
。
是
も
宿

二
居
候

ハ
ヾ
、
中
々
た
べ

不
申
候
。
旅
中
と
申
、
御
医
者
之
深
切
故
、
漸
々
断
、
此
節

ハ

食
事
す
ゝ
ミ
過
候
而
、
困
り
申
候
。
酒

ハ
禁
ぜ
ら
れ
候
間
、
小

々
づ
ゝ
相
用
ひ
、
拠
々
不
面
白
事

二
候
。
日
々
開
敷
、
其
間
少

し
の
透

ニ
ハ
、
書
画
又
は
奇
書
等

一
覧
、
消
日
月
候
。
久
々
絃

歌
を
き
か
ず
、
油
く
さ
き
匂
ひ
を
嗅
ず
、
禅
僧
之
如

く
相

成

候
。
奴
僕
な
ど
も
供
之
外
禁
足
、
在
宿
い
た
し
候
。
却
而
用
心

ハ
よ
ろ
し
く
御
ざ
候
。

（
３
）

一
、
毎
月
会
日
も
御
世
話

二
て
、
取
つ
ゞ
き
候
由
、
兼
題
等

一

一
五
三



覧
、
慰
旅
情
候
。
御
点
之
歌
な
ど
面
白
御
ざ
候
。
南
北
呉
越
も

有
之
候
由
、
尤
之
事

二
候
。
南

ハ
才

二
富
ミ
、
北

ハ
財

二
富
ミ

可
申
。
南
北
両
国
の
橋
下
、
万
八
の
軍
勢

二
て
、　
一
卜
軍
見
申

度
事

二
候
。
ま
こ
と
や
吉
田
な
ど
い
か
ゞ
い
た
し
候
哉
。

（５
）

一
、
三
戯
場
、
入
替
り
二
葉
、恭
奉
存
候
。
旧
年
之
事
存
出
候
。

如
隔
世
覚
申
候
。

一
、
東
ほ
艶
病
気
之
事
、
蕪
孵
Γ
り
も
申
来
候

二
付
、
見
舞
状

遣
候
。
近
比
い
か
ゞ
二
候
哉
。
飯
（配
も
伊
勢
路

二
て
行
違
ひ
、

逢
不
申
候
。
大
病
之
由
、
是
又
い
か
ゞ
。

一
、
島
田
事
、
段
々
御
世
話
奉
存
候
。
近
来
、
和
可

差

越
候

処
、
大
分
上
り
候
様

二
覚
申
候
。
定
而
、
御
点
削
も
被
下
候
哉

討一奉赫榊，金騒（何動一時̈神一す轟い軸帖̈一候二存『一耐崚榊

川
藩

二
て
、
御
聞
候
哉
。

一
、
当
年

ハ
め
づ
ら
し
き
年

二
て
、
十
二
年
前
、
奥
州
へ
参
候

フ
ロ
シ
ヤ
船
参
”
）
い
ま
だ
御
下
知
無
之
滞
留
、
船
も
湊
へ
引

付
テ
、
八
十

一
人
之
内
、
十
九
人
斗

ハ
上
陸
い
た
し
、
荷
揚
い

た
し
候
。
検
使
と
し
て
、
私
も
両
度
迄
罷
越
、
俺
子
に
よ
り
か

ゝ
り
居
候
而
、
終
日
罷
在
候
。
彼
使
之
者
ン
サ
ノ
ツ
ト
に
も
対

面
、
通
事
等

二
て
、
対
話
い
た
し
候
。
色
々
奇
器
等
見
申
候
。

例
之
秘
し
候
事
故
、
悴
方
迄
、
右
人
物
図
等
其
外
、
内
々
写
遣

一
五
四

申
候
。
極
内
々
、
御
内
覧
可
被
成
候
。
此
方
絵
師

二
、
極
彩
色

二
し
た
ゝ
め
さ
せ
、
人
物
、
船
之
図
等
巻
物
い
た
し
、　
一
巻

ニ

い
た
し
候
。
帰
府
之
節
、
可
入
御
覧
候
。
唐
鵬
も
、
当
年
分
十

艘
、
夏
冬
迄

二
済
候
而
、
来
年
分
五
艘
と
も
、
当
時
都
合
七
艘

参
り
、
市
中
大
繁
昌
、
満
悦

二
御
ざ
候
。
是
叉
此
間
出
役
い
た

し
、
珍
物
共
見
申
候
。
近
年

二
無
之
事
と
、
皆

々
申

候
。

全

く
、
先
生
御
出
被
成
候
け
ん
と
く
宜
候
な
ど
、
し
ら
ス
ヽ
し
く

報
恥
静
辟
畔
罐
出
（
申
螂
動
由 二
『
榊
嚇
ど

二

（
て
ダ
硝
後
文
通
も
い
た

し
不
申
、
宜
々
奉
頼
申
候
。
七
夕
船
中
之
事
な
ど
、
夢
の
や
う

一
瑚
時
会
（
候
げ
ド
か
ゞ
。
喩
々
色
々
面
白
き
事
共
、
可
有
之
と
奉

嚇囃候（。難蒔技獄融乾二三薇胸候之（『訂鰤勅蛯嗽Ⅷ嚇回罐れ

さ
か
り
な
る
を
見
申
候
。　
一
体
暖
気

二
候

へ
ど
も
、　
一
夜
之
内

二
極
寒

二
変
じ
、
気
候
不
斉
候
。

一
、
サ
フ
ラ
ン
の
事
被
仰
下
、
承
知
い
た
し
候
。
承
合
□
申
上

候
テ
リ
ヤ
ア
カ

ハ
、
い
か
ゞ
に
候
哉
。
是
な
れ
バ
、
当
時
有
合

候
。
万
々
後
便

二
申
上
候
。
乍
末
、
御
家
内
様

へ
よ
ろ
し
く
奉

頼
申
候
。
何
か
せ

ハ
し
く
、
短
日
二
て
困
申
候
。
荒
物
や
之
番

頭
欺
、
寄
合
位
之
勝
手
役
と
申
候
景
色

二
御
ざ
候
。
い
づ
れ
も

早
く
珍
客
之
舟
追
返
し
、
交
代
済
、
静

二
い
た
し
度
候
。
猶
来



陽
と
、
早
々
以
上
　
十
二
月
六
日
　
　
　
　
　
蜀
山

馬
蘭
亭
主
人

※
テ
リ
ヤ
ア
カ
、　
一
斤

二
て
廿
匁
位
買
置
申
候
。
半
斤
、
思

召
な
レ
バ
上
可
申
候
。

文
面
か
ら
し
て
、
こ
れ
も
文
化
元
年
長
崎
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
。

（
１
）

「
尺
」
Ｈ
・
１７
付
の
鯉
村

（息
子
定
吉
）
宛
書
簡
が
こ
れ
に
当
り
、

芝
氏
に
て
拙
者
病
気
之
事
御
間
の
由
、
無
益
之
逢
想
と
存
候
而
、

是
迄
不
申
遣
候
き
。
実
は
小
倉
上
陸
よ
り
寒
熱
強
く
、
佐
賀
辺
に

て
は
甚
敷
候
故
、
は
相
判
蟄
二
河
屋
大
き
に
驚
き
、
幸
三
官
医
従
行

い
た
し
候
間
、
小
川
文
庵
を
迎
来
診
詠
候
処
、　
一
時
之
感
冒
に
て

は
無
之
、
至
而
六
ケ
舗
申
し
、
九
月
十
日
長
崎
輿
疾
に
而
直
に
臥

床
に
入
、
漸
く
九
月
末
に
快
候
得
共
、
腹
中
和
し
不
申
候
処
、
村

上
氏
姶
初
確
臥
伝
に
て
腰
を
暖
め
快
な
り
、
十
月
十
八
日
出
勤
、
只

今
は
全
快
候
得
共
、
過
酒
を
禁
ぜ
ら
れ
却
而
養
生
に
は
宜
候
。
か

ほ
る
を
も
日
を
止
め
置
候
間
、
発
覚
い
た
す
ま
じ
く
候
。
（中
略
、

文
庵
へ
は
）
先
日
薬
礼
五
百
疋
遣
し
申
候
。

と
あ
る
。

（
２
）
　
本
稿
書
簡
３
の

（
Ｈ
）
の
三
医
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
中
の
小
川
文

庵
の
こ
と
。

（
３
）
　
本
稿
書
簡
３
の
（
１
）
で
ふ
れ
た
、
南
畝
宅
で
の
書
会
。

（
４
）

『細
推
物
理
』
の
毎
月
十
九
日
を
検
索
す
る
に
、
歌
妓
吉
田
屋

お
ま

す
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
正
月
十
九
日
条
に
記
さ
れ
た

「
（
お
ま
す
が
）む

か
し
伯
楽
社
中
に
狂
歌
よ
み
け
る
人
真
似
小
ま
ね
と
い
ひ
し
も
の
ゝ
わ

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

す
れ
が
た
み
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
南
畝
は
こ
の
歌
妓
を
大
い

に
贔
貝
し
た
。
六
月
二
十
二
日
条
を
み
る
に
、
柳
橋
に
母

と
共

に
住

す
。
母
娘
と
も
に
本
稿
書
簡
６
に
再
出
。

（
５
）

『
細
推
物
理
』
十
月
三
十
日
条
に
、

け
ふ
は
戯
場
顔
見
せ
の
前
夜
な
り
。
堺
町
中
戸
楼
に
つ
と
は
ん
と

て
、
柳
長

・
柳
枝

・
医
生
某
と
ヽ
も
に
飲
む
。
歌
妓
は
よ
し
田
屋

お
ま
す
。富
本
豊
島
・お
か
ね
等
也
。
東
海
堂
早
文
も
夜
ふ
け
て
来

れ
り
。
酉
の
刻
よ
り
鶏
鳴
迄
、
酒
を
く
む
事

一
斗
五
升
と
な
ん
。

と
あ
り
、
大
尽
舞
の
歌
に
な
ら
つ
て
作
っ
た
歌
が
付
し
て
あ
る
。

（
６
）
　
狂
歌
師
、
東
海
堂
早
文
。
荷
造
早
文
と
も
。
瀬
戸
物
町
の
飛
脚
展
嶋

屋
治
兵
衛
。
「
尺
」
Ｈ

・
１６
付
に
よ
る
と
、
こ
の
年
九
月
中
旬
か
ら
大

病
で
、
翌
年
の

「
尺
」
１

・
１２
付
に
、
「東
海
堂
早
文
、十

一
月
十
七
日

没
故
之
由
、
可
惜
事
に
候
」
と
あ
る
か
ら
、
本
書
簡
執
筆
時
に
は
す
で

に
没
し
て
お
り
、
南
畝
は
そ
れ
を
知
ら
ず
に
書
い
て
い
る
。

（
７
）
　
本
稿
書
簡
２
の
（
２
）
で
ふ
れ
た
佐
伯
重
甫
。

（
８
）
　

石
川
雅
望
こ
と
宿
屋
飯
盛
、
通
称
五
郎
兵
衛
。
雅
望
は
五
十
二
歳
の

こ
の
年
四
月
九
日
、
江
戸
郊
外
の
成
子
村
か
ら
京
坂
旅
行
に
出
発
し
た

が
、
途
中
発
病
し
て
近
江
の
日
野
宿
で
三
箇
月
間
療
養
し
た
後
、
先
を

諦
め
て
帰
国
の
途
に
つ
き
、
八
月
二
十
二
日
に
帰
着
し
た
（粕
谷
宏
紀
氏

『
石
川
雅
望
研
究
し
。
そ
の
時
の
紀
行
文

『
草
ま
く
ら
』
に
よ
る
と
、

帰
郷
途
中
の
雅
望
は
、八
月
五
日
に
桑
名
で
偶
然
に
も
俊
満
と
出
会
い
、

翌
日
桑
名
を
立
っ
て
い
る
。　
一
方
南
畝
は
、
「
尺
」
■

・
６
付
に
、
「
石

川
五
郎
兵
衛
事
病
気
如
何
。
桑
名
え
泊
り
候
節
承
候
得
ば
、
四
五
日
前

此
駅
に
宿
、
病
後
労
甚
く
候
様
に
申
、
行
違
ひ
致
し
帰
宅
」
と
あ
る
。

一
五
五



南
畝
の
桑
名
着
は
、
八
月
の
九
日
十
日
あ
た
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
９
）
　
百
姓

一
揆
の
牛
久
騒
動
。
文
化
元
年
十
月
、
常
陸
河
内
郡
に
助
郷
村

を
増
そ
う
と
し
た
牛
久
宿
役
人
ら
に
対
し
、
反
対
す
る
約
六
千
人
の
農

民
が
女
化
原
に
結
集
、
牛
久
宿
の
間
屋
を
襲
っ
て
強
訴
し
た

（『牛

久

町
町
史
』
等
）
。

（
１０
）

高
松
藩
家
中
に
奉
公
し
て
い
た
高
畠
安
蔵
が
、
元
高
松
藩
土
江
崎
三

蔵
を
父
の
敵
と
し
て
、
文
化
元
年
十
月
二
十
六
日
に
金
昆
羅
街
道
松
ケ

端
で
討
果
し
た

（平
出
錘
二
郎
氏

『敵
討
し
。
な
お
異
説
が
あ
る
。

（
Ｈ
）

寛
政
五
年
七
月
、
幕
府
は
松
前
で
ロ
シ
ア
船
の
長
崎
入
港
許
可
証
を

手
交
し

（
そ
の
写
し
が

「
尺
」
中
に
あ
る
）
、
足
か
け
十
二
年
後

の
今

回
の
入
港
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
に
み
え
る
ロ
シ
ア
人
の

記
事
は
、
「
尺
」
Ｈ

・
２２
付
と

「
尺
」
Ｈ

・
２３
付
に
よ
っ
て
た
ど

る

こ

と
が
で
き
る
。
十
九
人
ば
か
り
が
上
陸
し
た
の
は
十

一
月
十
七
日
の
こ

と
で
、
場
所
は
梅
ケ
崎
で
あ
っ
た
。
ま
た
南
畝
が
梅
ケ
崎
荷
上
げ
の
検

使
と
し
て
立
合
っ
た
の
は
、
同
月
十
八
日
と
二
十

一
日
の
両

日

で
あ

り
、
ン
ザ
ノ
フ

（
レ
サ
ノ
ッ
ト
）
に
会

っ
た
の
は
、
そ
の
十
八
日
で
あ

る
。
「
尺
」
Ｈ

・
２３
付
の
方
に
、

使
節
ン
サ
ノ
ツ
ト
逢
申
候
。
通
詞

協
姉
多
大
田
直
次
郎
さ
ま
と
申

候
へ
ば
、
使
節
も
大
田
直
次
郎
と
申
て
う
な
づ
き
、
右
の
手
を
出

し
此
方
の
右
の
手
を
握
り
申
候
。
是
初
見
の
礼
也
。
夫
よ
り
部
屋

へ
通
り
椅
子
に
よ
り
か
ゝ
り
、
此
方
手
附
山
田
吉
左
衛
門
と
同
く

椅
子
に
よ
り
居
候
ば
、
通
詞
を
以
て
対
談
、
幸
太
夫
事

（大
黒
屋

幸
太
夫
の
こ
と
）
よ
く
覚

へ
居
候
。

と
あ
り
、
続
い
て

一
五
六

夫
よ
り
仮
屋
中
を
見
廻
り
奇
物
を
見
申
候
。
善
画
者
有
之
、
絵
を

見
せ
申
候
。
書
を
も

一
冊
見
申
候
。
南
ア
メ
リ
カ
国
嶋
々
図
、
人

物
、
草
木
、
鳥
獣
、
船
等
の
図
有
之
、
所
々
心
覚
に
書

ぬ
き
申

候
。

と
あ
る
か
ら
、
息
子
定
吉
に
密
か
に
送
っ
た
写
し
も
十
八
日
の
も
の
だ

っ
た
。
さ
ら
に
同
書
簡
末
尾
に
は
、
「拠
々
好
奇
者
は
必
奇
事
に
逢

ふ

事
と
、
生
涯
之
大
幸
大
愉
快
之
至
に
て
」
と
あ
っ
て
、
十

一
月
十
八
日

と
い
う
日
が
、
長
崎
滞
在
中
で
も
特
筆
す
べ
き

一
■
だ
っ
た
こ
と
を
思

わ
せ
る
。

（
‐２
）
　

ロ
シ
ア
船

一
件
で
多
忙
な
と
こ
ろ
へ
、
さ
ら
に
唐
船
が
入
港
し
た
の

で
あ
る
。
文
面
か
ら
す
る
と
、　
一
年
十
艘
の
決
ま
り
な
の
に
、
本
年
は

こ
の
書
簡
を
記
し
た
十
二
月
六
日
ま
で
に
、
来
年
分
五
般
を
加
え
た
十

五
艘
が
や
っ
て
き
て
、
現
在
も
七
艘
が
入
港
中
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

七
艘
の
う
ち
の
三
艘
は
、
前
項
（
Ｈ
）
で
ふ
れ
た
二
書
簡
に
よ
っ
て
、
二

艘
は
十

一
月
二
十

一
日
、　
一
般
は
翌
々
日
二
十
三
日
に
入
津
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
「
尺
」
１２

・
４
付
に
よ
る
と
、
こ
の
七
艘
で
五
百
六
十
人

余
の
唐
人
が
や
っ
て
き
た
と
い
う
。
な
お
こ
の
う
ち
の
一
般
は
、
十
二

月
十
六
日
ま
で
に
破
船
し
、
計
六
艘
に
な
っ
て
い
る

（「
尺
」
１２

・
‐６

付
）。
唐
船
に
つ
い
て
も

「
出
役
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
十

一
月

二
十

五
日
と
十
二
月
二
日
の
二
回
、
荷
役
と
し
て
立
合
っ
て
い
る

（「
尺
」

‐２

・
４
付
）。
こ
れ
ら
の
船
は
い
わ
ゆ
る
冬
船
で
、
四
月
ま
で
に
す

べ

て
帰
航
し
た

翁
尺
」
５

・
２
付
）。

（
‐３
）

「御
出
会
」
の
会
と
は
、
本
稿
書
簡
３
の
（
１
）
で
ふ
れ
た
十
九

日

の

書
会
。
高
橋
氏
は

『細
推
物
理
』
六
月
五
日
、
十
九
日
条
の
、
本
郷
に



住
む
高
橋
茂
貫
墜
一一で
あ
ろ
う
。
幕
臣
で
あ
る
と
い
う
。

（
‐４
）
　

こ
の
年
の
七
夕
の
こ
と
は
、
二
四
七
二
番
か
ら
二
四
七
四
番
の
詩
に

詠
ま
れ
て
い
る
。
二
四
七
二
番
詩
に
よ
る
と
、
馬
蘭
亭
と
連
れ
立
っ
て

隅
田
川
に
舟
を
浮
か
べ
、
偶
然
に
も
高
橋
梁
山
、
高
橋
茂
貫
、
近
藤
正

斎
も
舟
を
浮
べ
て
い
る
の
に
出
あ
い
、
三
升
の
酒
を
飲
ん
だ
。
高
橋
梁

山
は
通
称
三
平
、
名
を
重
賢
と
い
い
、
勘
定
所
の
小
吏
よ
り
松
前
奉
行

の
所
属
と
な
り
、
佐
渡
奉
行
、
長
崎
奉
行
等
を
歴
任
し
て
越
前
守
と
な

っ
た
。
高
橋
茂
貫
は
前
項
（
１３
）
に
既
出
、
近
藤
正
斎
に
つ
い
て
は
、
本

稿
書
簡
７
の
（
３
）参
照
。

（
‐５
）
　
毎
月
二
十
五
日
が
馬
蘭
亭
の
狂
歌
会
日
で
あ
る
こ
と
、
『細
推
物
理
』

に
み
え
て
お
り
、
南
畝
も
参
加
し
て
い
る
。

（
‐６
）

享
和
三
年
十
二
月
二
十
五
日
の
馬
蘭
亭
納
会
で
の
こ
と
。
『細
推
物

理
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
の
席
に
仙
台
の
田
竜
な
る
者
が
来
て
尺
八
を

吹
い
た
。
南
畝
は

「
年
も
は
や
い
つ
し
か
た
け
の
一
ふ
し
の
三
よ
切
ほ

ど
に
な
り
に
け
る
か
な
」
と
詠
み
、「
こ
と
し
師
走
小
尽
な
れ
ば
、今
夜
を

の
ぞ
き
て
、
明
日
よ
り
は
三
夜
ぎ
り
な
る
べ
し
」
と
付
記
し
て
い
る
。

（
‐７
）
　

享
和
三
年

一
月
十
四
日
の
節
分
の
こ
と
か
。
『細
推
物
理
』

に
、
屏

風

一
件
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「今
日
節
分
、
馬
蘭
亭
見
レ迎
、

楊
柳
橋
歌
髪
阿
益
、
弾
≡
一弦
こ

と
あ
る
。
な
お

『南
畝
集
』
に
も
屏

風

一
件
の
詩
は
な
い
。

使
下
（配

二
て
、
住
居
之
府
舎
を
明
渡
し
候
積

二
て
、
寺
院

へ
引

移
申
候
。
海
上
眺
望

ハ
宜
候

へ
ど
も
、
手
狭

二
て
困

り
、

其

上
、
又
々
俗
吏
交
代
手
間
取
可
申
、
何
か
俗
事
紛
々
冗
々
、
大

取
込
、
猶
永
日
可
申
上
候
。
勿

々
欣
春
　
正
月
十
六
日

「東
使
下
向
」
、
「寺
院
へ
引
移
」
な
ど
の
文
言

（注
参
照
）
か
ら
、
こ
れ
も

長
崎
か
ら
の
も
の
で
、
と
な
れ
ば
、
長
崎
到
着
翌
年
の
文
化
二
年
の
正
月
十
六

日
付
書
簡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
十
七
歳
の
こ
の
年
、　
一
年
余
の
長
崎
勤
務

を
終
え
、
十
月
十
日
に
出
立
、
十
一
月
十
九
日
に
金
杉
の
遷
喬
楼
に
帰
着
す
る

∩
小
春
紀
行
し
。

（
１
）
　
「
尺
」
１
・
１２
付
に
、

一
五
七

文
化
二
年
正
月
十
六
日

（ヽ

Ｌ
×
Ｎ
“
）

〔馬
軸
岬
Ч
畝
デ
事
、
毎
々
御
世
話
恭
奉
薔
闘
『
岸
ほ
る
子

へ

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

嘗:][:5:[警 奮ヽ
堡見辱曹電経窯黒賀堡な
少 不

｀
の て 候 之 存 不 以 し

°
門 も ん 向

｀
年 候 御  方

叉 斗
｀
と も 年 始

°
安  へ

酢受CCO基曇睾曇姜雪  景｀
一 二
｀ ｀
攻口白
｀
歳  遣

東 向 て 早 此 此 二 年 被  し



正
月
之
内
は
少
々
閑
暇
に
て
、
出
勤
直
に
引
取
候
間
、
四
日
に
近

所
聖
堂
、
神
明
、
唐
寺
等
参
詣
、
六
日
に
は
舟
行
、
飽
之
浦
と
申

候
所
よ
り
山
を
こ
へ
、
大
村
領
の
内
福
田
浦
之
巌
洞
を
見
に
参
申

候
。
（中
略
）
七
日
は
秋
葉
山
よ
り
山
越
に
蒙
茸
た
る
草
む
ら
を

攀
上
り
、
峰
火
山
へ
上
り

（中
略
）
夫
よ
り
山
を
下
り
七
面
山
ヘ

参
り
、
別
当
高
岳
院
に
て
酒
食
を
開
き
、
薄
暮
帰
酔
い
た
し
候
。

（中
略
）
八
日
に
は
諏
訪
社
、
松
森
天
神
、
妙
見
社
な
ど
ゝ
巡
行

い
た
し
、
山
水
遊
覧
は
無
残
所
飽
満
い
た
し
候

（下
略
）

と
あ
る
。
四
、
六
、
七
日
の
こ
と
は
、
二
六

一
七
番
か
ら
二
六
二
七
番

の
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）

鞘
の
付
い
た
御
用
鑓
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
半
ば
公
的
で
仰

仰
し
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
ら
し
く
、
「
尺
」
７

・
５
付
に
も

「
（江

戸
は
）
舟
行
定
て
に
ぎ
や
か
に
可
有
之
候
。

（長
崎
で
は
）
此
節
湊
浚

有
之
、
折
々
は
右
見
分
と
し
て
御
用
船
に
乗
出
し
候
へ
ど
も
、
御
用
職

に
鎗
に
て
は

一
向
不
面
白
」
と
あ
る
。

（
３
）

き
れ
い
ど
こ
ろ
も
連
れ
ず
に
む
く
つ
け
き
男
ば
か
り
が
連

れ
だ

っ

て
、
の
音
い。

（
４
）
　

日
付
遠
山
金
四
郎
景
晋

（
こ
の
息
子
が
天
保
革
改
時
の
刺
青
奉
行
）

が
、
レ
ザ
ノ
フ
一
行
に
対
す
る
幕
府
の
訓
令
を
持
っ
て
下
向
し
て
く
る

の
で
あ
る
。
こ
の
年

一
月
六
日
に
江
戸
を
立
っ
た
遠
山
は
、
二
月
晦
日

に
到
着

（「
尺
」
３

・
１
付
）、
三
月
六
、
七
、
九
日
の
三
日
間
に
わ
た

っ
て
、
立
山
役
所
に
ン
ザ
ノ
フ
使
節
を
呼
び
出
し
翁
尺
」
３

・
９
付
）
、

こ
こ
に
一
件
落
着
、
ロ
シ
ア
船
出
港
を
見
届
け
た
あ
と
、
三
月
二
十
五

日
に
長
崎
を
立
っ
た

（「
尺
」
３

・
尽
日
付
）。
南
畝
は
こ
の
遠
山
と
は

一
五
八

知
己
で
あ
っ
た

（「尺
」
１
・
１２
付
）。

（
５
）
　
岩
原
官
舎
が
遠
山
の
宿
舎
と
な
る
た
め
、
南
畝
は
他
へ
移
ら
ね
ば
な

ら
な
く
な
り

（「尺
」
１
・
１２
付
）、
正
月
十
七
日
に
岩
原
郷
本
蓮
寺
内

の
塔
頭
大
乗
院
へ
入
る

（「
尺
」
１
・
２３
付
）。
本
書
簡
は
そ
の
前
日
の

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
大
乗
院
は
か
な
り
の
貧
院
で

（「尺
」

１
．
２３
付
）、
南
畝
は
こ
こ
で
約
七
十
日
を
過
し
た
後
、
二
月
二
十
八

日
に
再
び
岩
原
官
合
に
戻
る

（二
六
六
〇
番
詩
等
）
の
で
あ
る
が
、
遠

山
の
お
蔭
で
官
舎
が
す
っ
か
り
立
派
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
「尺
」
３

・
尽
日
付
に
み
え
て
い
る
。

（
６
）

下
見
に
行
っ
た
南
畝
は
、
「至
て
高
み
に
て
、
海
上
五
島
琉
黄
島
辺

迄
見
は
ら
し
、
唐
船
フ
ロ
シ
ヤ
船
目
下
に
見
候
事
、
御
旗
曼
茶
羅
も
入

可
申
と
独
笑
い
た
し
候
」
と
記
し
て
い
る

（「尺
」
１
・
１２
付
）。

６
　
文
化
二
年
二
月
二
十
五
日

（ド
ヽ
×
８
ち
）

二
自
、
駅
使
之
住
来
、
時
状
か
さ
高

二
な
り
侯

を
嫌

候

故
、
早
々
申
上
候
。
以
上

正
月
四
日
出
之
御
状
、
二
月
十
日
に
来
、
同
十
六

日

出

之

御

状
、
二
月
廿

一
日
来
。
三
旬
ほ
ど

二
て
審
近
状
、
両
地
平
安
大

慶
仕
候
。

一
、
旧
臓
三
度
、
当
春

一
度
之
兼
題
、
黒
点
さ
し
上
候
。
甚
取

込
中

二
点
検
の
事
故
、
間
違
も
可
有
之
、
景
物
も

ヘ
ル
ヘ
ト
ワ

ン
敷
、
狸
々
緋
敷
、
や
す
く
て
袂
時
計
と
い
ふ
所

へ
、

愚

詠

（
１
）

一
、
二
首
上
申
候
。
御

一
笑
可
被
下
候
。
此
節
大
取
込
、
御
察



し
可
被
下
候
。
其
中

へ
、
色
々
八
百
万
之
願
等
出
候
而
、
帳
面

等
く
り
か
へ
し
候
。
沿
々
タ
ル
欲
海
、
扱
々
あ
き
は
て
申
候
。

手
前
勝
手
之
名
文
、
名
弁
、
蘇
秦
張
儀
が
月
代
を
そ
り
て
、
革

羽
織
き
た
る
が
如
し
。
か
ゝ
る
中
に
も
亦
風
雅
人
も
あ
り
、
世

ハ
さ
ま
人
ヽ
。

一
、
当
正
月
十
九
日
、
彼
鈍
之
節

ハ
大
入
之
由
、
こ
と
に
思
召

齢
磯
閻
ギ
し４．
漁
用
割
衛
脚
」
』
麒
吐
げ
麒
当
“
鰤
藤
韓
幽
「
嘲

を
申
も
遠
方
故
、
御
礼
も

一
月
ほ
ど
過
ギ
申
候
。
万
々
帰
府
之

節
、
御
礼
可
申
上
候
。
御
す
り
物
難
有
、
皆
々
悦
目
申
候
。

一
、
島
田
事
、
去
冬

ハ
少

々
積
気
之
所
、
段
々
快
気
、
当
正
月

（
６
）

十
七
日
、
両
高
橋
舟
行
之
節
も
御
同
伴
被
下
候
由
、
難
有
奉
存

候
。
夷
曲
等
出
来
候
よ
し
、
何
分
宜
奉
頼
申
候
。
病
中
、
段
々

御
深
切
被
成
候
由
、
よ
ろ
し
く
御
礼
申
上
く
れ
候
様
申
候
。

一
、
歌
妓
の
花
に
嵐
と
や
ら
（屁
、
は
げ
し
く
ヽ
吉
田
な
ど
も
俄

二
師
匠
株
取
立
の
よ
し
、
扱
々
殺
風
景
な
る
事
、
当
夏
の
涼
舟

な
ど
も
、
定
て
淋
し
く
可
有
之
哉
。
吉
田
母
な
ど
も
哄
々
困
り

候
事
と
奉
存
候
。
御
序

二
よ
ろ
し
く
奉
頼
申
候
。
三
戯
場
、
春

来
む
つ
か
し
く
候
よ
し
、
い
づ
れ
八
木
沢
山
故
と
奉
存
候
。
万

々
後
便
可
申
上
候
。
以
上

　

（↓

二
月
十
五
日
　
今
日
も
御
会
と
存
候
。
　
　
蜀
山

御
羨
敷
奉
存
候
。

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

馬
蘭
亭
主
人

二
白
、
も
は
や
小
倉
あ
た
り
ま
で
東
使
下
向
之
風
聞
、
当

月
中
着
と
相
見
え
申
候
。
叉

々
麻
上
下

二
て
発
足
、
所

々

出
役
、
正
月
を
三
度
す
る
如
し
。
御
察
可
被
下
候
。
以
上

「
も
は
や
小
倉
あ
た
り
ま
で
東
使
下
向
」
な
ど
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
文
化

二
年
の
長
崎
か
ら
の
書
簡
。
た
だ
し
二
月
二
十
五
日
付
な
の
で
、
宿
舎
で
記
し

た
と
す
れ
ば
、
岩
原
官
舎
で
は
な
く
大
乗
院
。

（
１
）
　

日
付
遠
山
が
、
こ
の
二
日
前
の
二
十
三
日
に
は
小
倉
ま
で
来
て
お
り

∩
尺
」
２

・
２６
付
）、
そ
の
受
入
れ
準
備
に
多
忙
な
の
で
あ
る
。

（
２
）

唐
人
の
口
八
丁
の
商
売
ぶ
り
は
、
姿
形
を
変
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
歳

の
市
の
職
人
の
よ
う
だ
、
の
意
。

（
３
）
　
本
稿
書
簡
３
の

（
１
）
の
書
会
の
初
会
。

（
４
）

「
尺
」
２

・
２６
付
に
、
「正
月
十
九
日
初
会
、
大
入
之
由

（中
略
）
高

彦
、
半
樽
並
に
肴
払
代
萱
分
二
朱
参
候
由
、
此
度
書
中
礼
申
遣
候
」
と

あ
る
。
右
に
い
う

「此
度
」
の
書
が
す
な
わ
ち
本
書
簡
で
あ
る
。

（
５
）
　
弟
の
嶋
崎
金
次
郎
。
定
吉
夫
婦
と
と
も
に
留
守
宅
を
守
る
。

（
６
）

本
稿
書
簡
４
の

（
１４
）
の
高
橋
二
人
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
　
書
面
後
文
に
、
吉
田
屋
の
歌
妓
お
ま
す
が
俄
に
師
匠
株
を
取
っ
た
と

か
、
夏
の
涼
み
舟
が
淋
し
く
な
る
な
ど
と
あ
る
か
ら
、
文
化
元
年
か
ら

二
年
に
か
け
て
の
こ
ろ
に
、
何
か
歌
妓
を
取
締
る
動
き
が
あ
っ
た
ら
し

く

（『
御
触
書
天
保
集
成
』
等
に
は
見
当
ら
な
い
）、

「
尺
」
２

・
２６
付

に
も

「芸
者
騒
動

一
件
並
連
歌
の
む
だ
に
て
、
江
戸
の
事
思
ひ
や
ら
れ

候
」
と
あ
る
。
ま
た

『
巷
街
贅
説
』
文
化
元
年
の

「流
行
連
歌
」
の
条

一
五
九



に
も
、

「
地
面
と
ら
る
ゝ
芸
者
騒
動
／
御
法
度
は
ま
げ
の
ゆ
は
ひ
の
色

好
み
」
と
あ
る
。

（
８
）
　
本
稿
書
簡
４
の

（
１５
）
で
ふ
れ
た
、
馬
蘭
亭
の
狂
歌
会
。

７
　
文
化
二
年
八
月
二
十
四
日

（に
ｂ
×
認
ヽ
）

七
月
十
五
日
出
之
御

（
状
Ｆ
八
月
十
日
飛
来
。
其
已
前

二
も
御
状

到
来
之
処
、
唐
紅
毛
入
船
と
暑
サ
ニ
取
ま
ぎ
れ
、
い
づ
方

へ
も

御
ぶ
さ
た
申
上
候
。
当
年

ハ
都
下
も
暑
気
強
御
ざ
候
由
、
弥
御

揃
被
成
、
御
万
福
奉
恭
喜
候
。
僕
は
無
相
替
、
在
勤
仕
候
。
此

方

ハ
承
及
候
ほ
ど
の
あ

つ
さ

ニ
ハ
無
之
、
浪
花
位
の
事

二
候
。

十
五
夜
前

ハ
大
雨
ふ
り
候
而
、
此
節

ハ
涼
敷
罷
成
候
。
十
五
夜

の
う
た
、
月
ミ
る
も
心
つ
く
し
の
う
み
は
て
ぬ
今
宵
の
空
の
雨
ふ
ら

ば
ふ
れ

と
う
め
き
候
而
、
暮
比
よ
り
戸
を
引
、
紋
屋

へ
入
、
雨
を
き
ゝ

な
が
ら
臥
候
処
、
四
つ
時
比
よ
り
晴
れ
候
よ
し
、　
一
向
白
川
夜

船

二
て
、
不
風
雅
第

一
と
自
賛
い
た
し
候
。

（
２
）　
　
　
（
３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

一
、
七
夕
舟
行
、
近
藤
な
ど
御
同
行
、
お
香
も
参
候
よ
し
、
大

（
４
）

悦

二
御
ざ
候
。
枠
も
大

二
遊
山
い
た
し
候
と
て
、
宜
御
礼
申
上

候
。
乍
去
、
近
藤
氏
婦
人
を
つ
れ
舟
行
い
た
し
候
故
、
海

へ
に

が
汐
入
、
早
魃
も
い
た
し
候
哉
と
、
驚
入
申
候
。
此
地
な
ど

ニ

（
５
）

て

ハ
、
近
藤
氏
を
大
キ

ニ
恐
れ
罷
在
候
。
共
比
血
気
盛

二
て
、

一
六
〇

け
し
か
ら
ぬ
や
か
ま
し
き
事
の
よ
し
、
申
立
候
。

一
、
高
八

一
条
も
段
々
出
勤
之
由
、
大
慶
い
た
し
候
。
も
し
御

出
会
候

ハ
ヾ
、
宜
奉
頼
申
候
。
甚
遠
方

二
て
案
じ
候
処
、
先
々

大
慶
之
事

二
候
。

一
、
燈
籠
御
可
ど
も
感
吟
、
扱
々
田
舎
も
の
二
罷
成
、
郭
中
之

事
な
ど

ハ
、
夢
の
如
く
覚
申
候
。
此
間
、
唐
人
と
筆
談
飲
酒
、

聯
句
な
ど
い
た
し
、
大
楽
い
た
し
候
節
、
十
姉
妹
と
我
書
と
か

へ
候
乳
は
な
し
候

へ
ば
、
唐
人
共
感
心
い
た
し
候
。
扱
々
文
雅

二
て
、
人
物
和
ら
か
成
も
の
二
候
。

一
、
六
月
十
九
（聰
、
例
年
よ
り
も
賑
々
敷
御
ざ
候
よ
し
、
殊

ニ

御
追
悼
之

一
曲
、
不
堪
落
涙
候
。　
一
年
余
も
絃
歌
之
興
無
之
、

欲
海
中

二
浮
沈
い
た
し
候
。　
一
刻
も
早
く
帰
郷
い
た

し
度
候

処
、
又
々
交
代

一
月
斗
も
延
候
や
う
な
る
噂
有
之
候
。
蕎
麦
な

ら
ば
湯
を
か
け
て
喰
ふ
べ
き
所
、
大
食
の
跡

へ
汁
粉
餅
を
し
ゐ

ら
れ
候
心
も
ち
、
御
察
し
可
被
下
候
。
乍
去
、
私
事
甚
丈
夫

ニ

て
、
当
年

ハ
一
日
も
風
も
引
不
申
、
酒
も
相
応
に
た
べ
、
食
も

進
ミ
申
候
。
眼
鏡
な
ど

ハ
止
メ
候
而
、
細
字
な
ど
書
キ
、
歯
も

一
本
も
と
れ
不
申
、
少
々
か
た
き
も
の
も
た
べ
申
候
。
是
全
く

精
進
潔
斎
の
し
る
し
と
奉
存
候
。

一
、
唐
本
も
あ
ま
り
め
づ
ら
し
き
も
の
無
之
、
書
画

ハ
少
々
め

づ
ら
し
き
も
の
得
申
候
。
此
地
入
津
之
も
の
、
何
か
め
つ
た
に

う
れ
し
が
り
候

へ
ど
も
、
第

一
二
時
計
き
ら
い
二
て
、　
一
つ
も



買
不
申
、
袂
時
計
、

ヘ
ル
ヘ
ト
ワ
ン
、
呉
羅
ふ
く

れ

ん
、

羅

沙
、
ト
ロ
ナ
ン
、
て
ぐ
す
、
か
ん
ら
ん
、
茶
、　
香
、　
テ

リ

ア

カ
、
サ
フ
ラ
ン
等
、
見
る
も
う
る
さ
く
候

へ
ど
も
、
無
拠
た
の

ま
れ
候

ハ
求

メ
申
候
。
何

一
つ
で
も
役

二
た
つ
も
の
ハ
無
之
、

大
事
の
鋼
を
と
ら
れ
候

ニ
ハ
、
時
々
気
を

へ
ら
し
申
候
。
縦
、

薬
種
が
無
之
と
て
、
百
年
も
二
百
年
も
生
ル
も
の
ハ
な
く
、
子

供
だ
ま
し
の
飴
ン
棒
の
類
、
砂
糖
が
な
い
と
て
、
酒
の
な
い
は

ど
不
自
由

二
も
無
之
と

ハ
、
少
々
手
前
勝
手
、
御

一
笑
可
被
下

候
。
但
、
此
様
な
は
な
し

ハ
、
当
所
の
も
の
ヘ
ハ
沙

汰

な

し

，′′‘ヽ
、．。

一
、
交
代
名
前
し
な
知
よ
り
ヽ
か
へ
り
風
た
ち
候
而
、
何
も
か

も
手

二
つ
き
不
申
、
日
夜
東
望
、
あ
つ
た
ら
月
日
を
早
く
た
ち

候
や
う

二
覚
申
候
。
も
は
や

一
年
詰
之
旅

ニ
ハ
、
こ
リ
ス
ヽ
い

た
し
申
候
。
是
よ
り
鶯
谷
の
逸
民
と
な
り
て
、
夕
の
日
に
子
孫

を
愛
し
、
絃
歌
の
声
に
心
を
や
り
、　
一
酔
い
た
し
度
、
此
外

ニ

何
も
願
も
望
も
へ
ち
ま
も
入
不
中
候
。
老
境

二
入
候

し

る

し

と
、
御

一
笑
可
被
下
候
。
早
々
以
上

葉
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杏
花
園

馬
蘭
亭
大
人

三

中自
、
末
な
が
ら
、
御
家
内
様

へ
よ
ろ
し
く
頼
上
候
。
か

は
る
、
久
々
文
通
不
致
候
。
よ
ろ
し
く
頼
上
た
い
ま
つ
り

申
候
。
己
上

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

文
面
か
ら
し
て
、
長
崎
か
ら
帰
国
す
る
め
ど
も
ど
う
に
か
つ
き
は
じ
め
た
こ

ろ
の
書
簡
で
、
す
な
わ
ち
文
化
二
年
の
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

「
尺
」
６

・
１６
付
に

「夏
船
叉
々
入
津
の
沙
汰
に
て
」
と
あ
り
、「
尺
」

７
・
‐７
付
に
は

「
夏
船
唐
船
四
艘
参
り
大
取
込
、
紅
毛
は
い
ま
だ
参
不

申
候
」
と
あ
る
。
本
稿
書
簡
４
の

（
１２
）
で
ふ
れ
た
冬
船
六
艘
が
去
っ

た
後
、
今
年
も
叉
々
夏
船
が
来
港
し
た
の
で
あ
る
。
紅
毛
船
は

『瑣
浦

又
綴
』
に
、
「
七
月
廿
日
朝
四
時
頃
、
紅
毛
船
入
津
。
（中
略
）
紅
毛
人

四
十
四
人
と
云
。
今

一
船
来
る
べ
き
所
、
咬
唱
唱

（ジ
ャ
ガ
タ
ラ
）
の

洋
に
て
破
船
せ
し
と
ぞ
」
と
あ
る
。
唐
船
、
紅
毛
船
は
、
少
な
く
と
も

間
八
月
半
ば
ま
で
は
こ
の
五
艘
で
あ
っ
た

∩
尺
」
閏
８

・
１６
付
）。
な

お
唐
船
は
同
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
帰
航
し
は
じ

め
て

い
る

（『瑣
浦

叉

綴
し
。

（
２
）

参
考
ま
で
に
、
去
年
文
化
元
年
の
七
夕
舟
行
の
様
子
は
、
本
稿
書
簡

４
の

（
１４
）
で
あ
る
。

（
３
）
　
近
藤
正
斎
、
名
は
守
重
、
通
称
重
蔵
。
南
畝
と
同
じ
寛
政
六
年
の
学

問
吟
味
に
合
格
し
、
長
崎
出
役
の
他
、
蝦
夷
地
へ
赴
く
こ
と
五
回
、
文

化
五
年
に
は
書
物
奉
行
と
な
っ
た
。
南
畝
よ
り
二
十
二
歳
下
で
、
こ
の

年
三
十
五
歳
。
南
畝
は
長
崎
出
役
に
際
し
、
経
験
者
の
正
斎
か
ら

『浪

華
航
路
記
』
な
る
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
借
り
て
携
行
し
て

い
た

（『革
令

紀
行
』
八
月
二
十
七
日
条
）。

（
４
）
　

大
田
定
吉
鯉
村
。
こ
の
年
二
十
六
歳
。

（
５
）
　

長
崎
奉
行
手
付
と
し
て
、
二
十
五
歳

（寛
政
七
年
）
で
出
役
し
た
。

（
６
）

未
詳
。

（
７
）
　

『
瑣
浦
叉
綴
』
に
よ
る
と
、
八
月
十
六
日
、
唐
館
内
の
張
秋
琴
の
部

一
一ハ
一



屋
、
洋
寄
楼
で
の
こ
と
で
あ
る
。
文
政
三
年
刊

『杏
園
詩
集
』
の
序
跛

（序
は
秋
琴
、
跛
は
銭
位
吉
）
は
こ
の
こ
ろ
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
位

吉
も
こ
の
時
同
席
し
て
い
る
。

（
８
）
　

『
細
推
物
理
』
十
二
月
十
九
日
条
に
よ
る
と
、

去
年

（享
和
二
年
）
師
走
十
日
あ
ま
り
二
日
の
夜

（中
略
）
北
里

に
遊
び
て
岡
本
楼
に
宴
す
。
朝
妻
と
い
へ
る
う

か
れ

め
は

（中

略
）
今
は
此
屋
の
お
も
て
座
敷
に
あ
り
て
、
名
だ
ゝ
る
う
か
れ
め

な
り
。
予
が
書
る
も
の
ひ
め
置
し
を
、
あ
る
も
の
来
り
て
、
十
姉

妹
と
い
ふ
小
鳥
と
か
へ
し
と
い
ふ
。
（去
年
の
）
そ
の
夜
、

予
が

来
れ
る
を
見
て
、
そ
の
事
を
か
た
り
い
で
た
り
し
か
ば
、
予
嘆
じ

て
日
、
む
か
し
王
義
之
が
書
を
驚
と
か
へ
し
よ
り
は
、
十
姉
妹
の

名
、
一艶
に
し
て
ま
さ
れ
り

と
、
去
年
そ
の
場
で
言
っ
た
こ
と
を
今
年
享
和
三
年
に
な
っ
て
思
い
出

し
、
十
姉
妹
と
題
す
る
め
り
や
す
を
作
っ
た
、
と
い
う
。

同

日
条

に

は
、
そ
の
め
り
や
す
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
付
節
も
す
っ
か

り
で
き
上
り
、
す
で
に
人
に
歌
わ
れ
て
い
る
由
、
記
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

本
稿
書
簡
３
の

（
１
）
で
ふ
れ
た
書
会
で
あ
る
が
、
今
年
の
こ
の
日

は
お
賤
の
十
三
回
忌
祥
月
命
日
で
あ
る
。
長
崎
に
い
る
南
畝
は
、
ひ
と

り

「
六
月
十
九
日
値
亡
妾
阿
賤
十
三
年
忌
日
有
感
」
と
題
す
る
詩

（二

六
九
六
番
）
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た

「
尺
」
７

・
１７
付
に
よ
る
と
、
長

崎
か
ら
送
る
香
莫
に
つ
い
て
、
「年
々
平
年
に
は
弐
朱
遣
し
候
。
近
年

は
大
連
に
成
候
間
、
三
分
遣
候
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

「寺
之
損
金

物
」
と
い
っ
て
い
る
。

（
１０
）

日
付
が
同
じ

「
尺
」
８

・
２４
付
で
は
、
「
此
方
交
代

は

（中
略
）
い

一
六
二

ま
だ
相
知
れ
不
申
」
と
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
日
の
う
ち
に
、

交
代
役
人
名
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

文
化
四
年

（
推
定
Ｙ

二
月
十

一
日

（
二
十

一
日
×
５

も
×
Ｓ

ｂ
）

（
１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

只
絵
）
　
　
　
　
十

一
日
　
　
　
　
　
（
絵
ビ

連
札
拝
見
、
宿
酔
中
と
か
く
貴
報
延
引
、
恐
入

奉

存

候
。

如

仰
、
升
美
眼
中
爽
利
、
百
川

二
も
百
倍
敷
。
昨
日
、
美
人
の
図

賛

二
、此
や
う
な
娘

ハ
江
戸
に
百
川
の
お
そ
よ
升
屋
の
お
い
ち
な

る
べ
し

と

書

捨

候
。

十
三
日
之
事
、
正
斎
、
墨
水
の
花

見

申

度

よ

し
、
下
モ
勘

へ
誘
引
の
よ
し
、
何
と
ぞ
御
出
可
被
成
候
。
正
斎

説
、
彼
美
携

へ
手
段
御
出
来
申
ま
じ
く
哉
と
申
候

へ
ど
も
、
当

（
４
）

時
戯
場
最
中
故
、
中
々
外
出

ハ
む
つ
か
し
く
、
も
し
戯
場
休
等

二
て
、
寂
蓼
た
る
時
な
れ
ば
可
宜
候
、
と
此
道
之

達

人

被

申

（
５
）

候
。
其
上
、
歌
妓
の
類

二
あ
ら
ざ
れ
ば
、
い
づ
れ

二
も
染
賃
等

難
物
な
る
べ
く
、
高
意
如
何
々
々
。
以
上

弥
生
十

一
日

二
白
、
何

ハ
と
も
あ
れ
、
墨
水
の
花

ハ
見

申

度

候
。
早

々
、
滑
稽
太
平
記
捜
索
之
処
、
千
今
見
え

不
申
、

出

次

第
、
早
々
上
可
申
候
。
己
上



本
書
簡
の
手
掛
り
は
、
「中
」
８

・
１３
付

（濱
田
先
生
記
号
番
号
Ｔ
２‐
、
本

稿
に
一
部
訂
正
再
々
録
）
と
、
「
中
」
８

１４
付

（濱
田
先
生
記
号
番
号
Ｔ
２２
）

に
み
え
る
、升
屋
お
市
で
あ
る
。
こ
の
二
通
の
書
簡
は
、
と
も
に
文
化
九
年
の
柳

塘
宛
の
も
の
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
お
市
に
つ
い
て
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ

昨
夜
」
（文
化
九
年
八
月
十

一
日
夜
）、

南
畝
は

「室
町
馬
島

二
て
」
「
め
づ
ら
し
き
者

二
逢
」
っ
た
、　
そ
れ
が
升
屋

お

市
で
、
以
前
に
も
増
し
て
美
し
く
な
っ
て
お
り
、
「
ゆ
る
ノ
ヽ
昔
遊
雪
夜
之
事

な
ど
」
を
語
り
合
っ
た
が
、
そ
の
美
し
さ
に

「
あ
ま
リ
ニ
感
心
う
た
も
出
来
不

申
、
む
か
し
升
屋
の
壁
へ
書
し
う
た
、
書
遣
候
」
、
と
柳
塘
に
伝
え
て
い
る

の

で
あ
る
。
濱
田
先
生
は

「
続
」
に
お
け
る
訂
正
解
説
で
、
こ
の
お
市
が

『
を
み

な
へ
し
』
に
み
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
書
文
化
四
年

春
の
部
分
に
春
の
雪
ふ
る
あ
し
た
、
す
み
だ
川
の
ほ
と
り
に
す
め
る
亀
屋
菊
屋
の
何

某
と
吹
屋
町
升
楼
に
て
よ
め
る

世
の
中
の
人
に
は
雪
と
す
み
だ
川
春
風
寒
く
吹
屋
町
が
し

升
楼
の
い
ら
つ
め
市
と
い
ふ
が
こ
ふ
に
ま
か
せ
て
そ
の
壁
に
か
く

む
か
し
人
は
か
く
い
ち
は
や
き
み
や
び
を
な
ん
し
け
る
と
書
し
伊
勢
物
語

と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
り
、
右
書
簡
に
い
う

「書
遣
候
」
と
こ
ろ
の

「
升
屋

の
壁
へ
書
し
う
た
」
が
、
「
む
か
し
人
は
」
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
、　
こ
の

歌
が

「春
の
雪
ふ
る
」
日
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
書
簡
に
い
う

「
昔

遊
雪
夜
之
事
」
が
、
実
は
こ
の

『
を
み
な
へ
し
』
に
記
さ
れ
た
文
化
四
年
春
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
お
市
に
つ
い
て
は
ま
た
、
『
放
歌
集
』

文
化
九
年
中
の
と
こ
ろ
に
、

室
町
高
島
周
見
と
い
へ
る
く
す
し
の
も
と
に
、
久
し
く
見
ざ
り
し
升
屋

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

の
お
市
に
あ
ひ
て

市
女
笠
き
つ
れ
し
中
に
ま
し
ま
す
や
あ
ま
ね
く
み
つ
る
人
の
日
に
た
つ

そ
の
ゝ
ち
い
な
ば
の
国
の
か
み
の
も
と
に
め
さ
れ
し
と
き
ヽ
て

立
わ
か
れ
い
な
ば
の
山
の
松
の
い
ろ
ま
す
や
と
き
け
ば
い
ち
ご
さ
か
へ
ん

と
あ
る
。
前
半
の
歌
は
、
詞
書
に

「
室
町
高

（馬
）
島
」
と
あ
る
の
で
、
右
二

書
簡
と
同
じ
日
の
お
市
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
南

畝
は

「
久
し
く
見
ざ
り
し
」
お
市
に
会
っ
て
、
そ
の
当
座
は
右
書
簡

の
如

く

「
あ
ま
リ
ニ
感
心
う
た
も
出
来
」
な
か
っ
た
が
、
後
刻

「
市
女
笠
」
の
歌
を
詠

ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
た
後
半
の
歌
か
ら
は
、
お
市
は
後
に
因
州
公
に
召
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
本
書
簡
で
あ
る
が
、
執
筆
の
三
月
十

一
日
は
、
文
面
か
ら
し
て
、
お
市

に
会

っ
て
間
も
な
く
の
こ
ろ
と
察
せ
ら
れ
、
ま
た
お
市
の
美
し
さ
に
驚
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
が
初
対
面
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
少
な
く
と
も
初
対

面
以
後
、
柳
塘
に
は
初
め
て
そ
の
印
象
を
伝
え
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら

に

「如
仰
」
と
も
あ
る
の
で
、
前
々
か
ら
噂
だ
け
は
柳
塘
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
の
如
く
、
文
化
九
年
時
の
南
畝
に
と
っ
て
、
お
市
は

「
め
づ
ら
し
き
者
」
「
久
し
く
見
ざ

り

し
」
者
で
あ
っ
た
が
、
会
っ
た
そ
の
場

で
、
文
化
四
年
春
の

「
遊
雪
夜
之
事
」
を
話
題
に
し
て
い
る
。
文
化
四
年
春
の

こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
南
畝
に
強
い
印
象
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
最

大
の
要
因
は
、
本
書
簡
か
ら
も
う
か
が
え
る
お
市
の
美
し
さ
に
違
い
な
い
。
な

ら
ば
こ
の
文
化
四
年
春
が
や
は
り
初
対
面
と
思
わ
れ
、
と
な
る
と
、
こ
の
時
お

市
に
会
っ
て
間
も
な
く
、
そ
の
第

一
印
象
を
柳
塘
に
伝
え
た
の
が
本
書
簡
で
は

な
か
っ
た
か
。
文
化
四
年
春
が
印
象
的
で
あ
っ
た
理
由
に
は
、
特
異
な
気
象
を

も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
一
話

一
言
』
巻
二
十
四

「
花
候
」
条
に
よ
る
と
、

一
ユハ
三



こ
の
年
の
春
は
余
寒
強
く
、
三
月
七
日
ご
ろ
か
ら
急
に
暖
か
く
な
り
、
九
日
十

日
の
好
天
で
桜
は

一
重
も
八
重
も

一
時
に
開
花
す
る
と
い
う
、
例
年
に
な
い
春

だ
っ
た
。
た
と
え
ば
前
年
の
飛
鳥
山
の
桜
は
、
三
日
に
す
で
に
散
り
は
じ
め
て

い
る
が

（
二
八
八
六
番
詩
）
、
本
書
簡
で
は
、
十

一
日
付
で
花
見
を
計
画
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
初
対
面
時
の
お
市
の
美
し
さ
と
特
異
な
春
が
重
な
り
、
お
市

と
い
え
ば
、
ま
ず
文
化
四
年
春
の

「遊
雪
夜
之
事
」
が
、
南
畝
に
は
想
起
さ
れ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
初
対
面
は
お
そ
ら
く
、
そ
の
二
月
か
ら
二
月
上
旬
に

か
け
て
の
こ
ろ
だ
っ
た
ろ
う
。
な
お
本
書
簡
は
、
執
筆
日
と
差
出
し
日
に
十
日

の
ず
れ
が
あ
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
１
）

竹
垣
の
絵
、
す
な
わ
ち
竹
垣
庄
蔵
柳
塘
。

（
２
）

杏
の
花
の
絵
、
す
な
わ
ち
杏
花
園
大
田
南
畝
。

（
３
）
　
本
稿
書
簡
３
の

（
４
）
で
ふ
れ
た
料
亭
で
、
具
体
的
に
は
そ
こ
の
女

性
お
そ
よ

（書
面
に
後
出
）。

（
４
）

升
屋
の
あ
る
吹
屋

（葺
屋
）
町
は
歌
舞
伎
の
市
村
座
が
あ
る
と
こ
ろ

で
、
中
村
座
の
あ
る
堺
町
と
と
も
に
、
俗
に
二
丁
町
と
呼
ば
れ
た
芝
居

町
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
歌
舞
伎
上
演
期
間
中
は
多
忙
と
な
る
。
升

屋
は
芝
居
茶
屋
か
。

（
５
）

「
中
」
８

・
‐４
付

（
Ｔ
２２
）
に
も
、
「
升
逸

ハ
歌
妓
仲
間
へ
落
候
体

ニ

て
ハ
無
御
坐
、
ヤ
ハ
リ
奥
様
風

二
て
、
無
眉
歯
黒
、
別
而
増
神
彩
候
」

と
あ
る
。

９
　
（
年
次
不
明
）
九
月
十

二
日

（
“
お

Ｘ
も
ヽ
）

〔竹
垣
庄
蔵
様
　
　
御
報
　
　
　
　
大
田
直
次
郎
〕

先
刻

ハ
御
手
簡
之
処
、
引

ケ
遅
く
、
不

能

即

答

候
。
今
朝

ハ

一
六
四

（（縫
）

の
間
違

二
て
、

ソ
ン
ゴ
の
台
上
申
候
。
園
籠

ハ
不
用
之

、　
　
品
、
安

キ
御
事
候
間
、
則
さ
し
上
候
。

ソ
ン
ゴ
之
台

ハ
日
用
之

品
故
、
可
相
成
候

ハ
ヾ
、
暫
相
用
申
度
奉
存
候
間
、
御
返
し
可

被
下
候
。
二
器
拝
領
之
処
、
こ
れ

ハ
家
蔵

二
多
く
御
ざ
候
間
、

御
心
安

サ
之
儘
、
返
璧
仕
候
。
早

々
己
上

九
月
十
二
日

「
上
」
及
び

「
文
学
」
誌
上
の
柳
塘
宛
書
簡
四
十
九
通
を
み
る
に
、
南
畝
は

宛
名
を
三
種
類
に
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
文
化
七
年
以
前
の

「竹

垣
庄
蔵
」
、
同
五
年
以
後
の

「柳
塘
」
、
そ
し
て
父
の
代
官
職
を
継
い
だ
、
同
十

一
年
五
月
以
降
の
改
ま
っ
た
い
い
方
の
も
の
、
以
上
の
三
種
で
あ
る
。
ま
た
南

畝
自
身
は
、
文
化
七
年
ま
で
は

「
大
田
直
次
郎
」
、
同
年
は
ま
た

「
蜀

山
」
を

併
用
し
、
こ
れ
以
後
は

一
部
杏
園
、
杏
花
園
、
軍
な
ど
と
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が

「
蜀
山

（人
と

で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
本
書
簡
は

「竹
垣
庄
蔵
」
「大

田
直
次
郎
」
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
文
化
七
年
ご
ろ
よ
り
前
の
も
の
で
あ
ろ

う
。　
一
方
、
文
中
に
み
え
る

「
ソ
ン
ゴ
」
な
る
こ
と
ば

が
、
コ

話

〓
一一昌

巻

二
十
四

「
フ
ン
コ
」
の
条

（文
化
四
年
三
、
四
月
ご
ろ
の
記

述
）
に
、
「
蝦
夷

松
醐
嫁
檜
と
い
ふ
も
の
を
夷
言
に
ソ
ン
ゴ
と
い
ふ
也
」
と
出
て
く
る
。
「
ソ
ン
ゴ
」

が
、　
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
聞
き
な
れ
ぬ
こ
と
ば
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を

柳
塘
も
知
っ
て
い
た

（知
ら
な
い
な
ら
書
簡
に
使
え
な
い
）
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
本
書
簡
は
、
南
畝
五
十
九
歳
の
文
化
四
年
前
後
か
ら
同
七
年
ご
ろ
ま

で
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）
　

ご
飯
を
入
れ
る
お
櫃
の
絵
、
す
な
わ
ち
食
事
の
支
度
、
給
仕
な
ど
を

す
る
女
性
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
同
居
し
て
い
る
息
予
定
吉



の
妻
お
冬
か
。
年
次
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
島
田
お
香
の
可
能
性
も
あ

る
。
本
稿
書
簡
３
の
（
６
）参
照
。

Ｔ
２‐
　
文
化
九
年
八
月
十
二
日

（
５
ヽ
×
８
卜
）

尚
々
、
明
日

ハ
詩
会

二
て
在
宿
、も
し
御
気

二
向
候

ハ
ヾ
、

御
立
よ
り
可
被
成
候
。
少
々
ハ
健
肴
も
御
座
候
。

如
貴
諭
秋
冷
、
酒
之
世
界

二
相
成
候
。　
一
話
御
書
付

二
合
せ
、

一
二
之
巻
上
申
候
。
御
庭
前
芳
宜
花
盛
之
由
、
何
卒
拝
見
仕
度

奉
存
候
。
秋
の
七
草
も
い
ま
だ
参
り
不
申
候
。
月
前

ハ
座
敷
多

く
、
何
卒
月
後

二
参
上
可
仕
候
。
普
請
奥
之
方
、
さ
て
ノ
ヽ
手

間
取
、
困
入
候
。
文
庫

ハ
漸
瓦
を
上
候
。
昨
夜

ハ
、
天
民
其
外

来
、
大
酔

い
た
し
候
。
早
々
以
上

八
月
十
三
日

二
白
、　
一
昨
夜
、
め
づ
ら
し
き
も
の
二
逢
候
。
室
町
馬
島

二
て
、
先
之
升
屋
お
市
来
り
候
処
、
甚
雲
上
之
け
し
き

ニ

相
成
候
而
、　
一
段
美

二
相
見
え
申
候
。
お
ふ
さ
、
小
中
な

ど
、
同
席

二
候

へ
ど
も
、
中
々
た
ち
な
ら
び
て

ハ
、
花
の

か
た

ハ
ら
の
深
山
木
と
相
見
候
キ
。
小
笠
原
之
加
古
川
本

蔵
な
ど
も
来
り
候
キ
。

〔柳
塘
大
兄
　
　
御
報
　
　
　
　
　
　
　
蜀
山
人
〕

大
妻
女
子
大
学
所
蔵
大
田
南
畝
書
簡

一
六
五
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4 文化元年12月 6日
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